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I．ショートトラックスピードスケート競技特別規程

Ａ．トラック

第２８０条　【トラック】

１．
　a)　ＩＳＵイベント、オリンピック冬季競技大会及びユース冬季競技大会に関して、トラックは、最小限60× 30ｍの、屋根がついて、閉ざされた、暖房付きのアイスリンク上に111.12ｍの楕円形とする（技術規則の図表p238参照）。
b)　ストレートの幅は７ｍ未満でないものとする。
c)　カーブの頂点のブロックからフェンスまでは、４ｍ以上でなければならない。
d)　カーブとその丸みは対称に、即ち、一方のストレートの終わりから次のストレートの始まる地点までは対称的なカーブであるものとする。
[bookmark: _GoBack]e)　良質のアイスコンディションを保つために、標準トラック以外にも、標準トラックに対象となるように、7トラックが使用される場合は、ストレート側の方向に中間距離最大0.7ｍ、5トラックが使用される場合は最大１ｍ、それぞれ等しく移動させ、４又は６本のトラックが設置される。すべてのトラックについて１つのフィニッシュラインを使用する。スタートラインに関しては技術規則の図表を参照。

f)　500ｍの準決勝と決勝では、図表に表示された中央の３つのトラックのみを使用するものとする。これはチーム選手権大会には適用しない。

２．
　a)　スタートラインとフィニッシュラインは、ストレートに直角に引かれ、幅２cm以内の（着色された）線によって表示されるものとする。
b)　スタートラインはフェンスから引かれ、実際のストレート幅に等しい長さをもつ。フィニッシュラインはフェンスから引かれ、実際のストレート幅より内側に1.5ｍを加えた長さをもつ。
c)　500ｍと1000ｍに関してのみ:スタート位置を明確にするために、トラックの内側50cmから始まり、１.3ｍごとに５つのスタート位置に直径２cmのマークをつけるものとする。
ｄ）トラック内側の表面が装飾性のためにトラック表面と異なる色で着色されている場合、この内側表面はトラックに合わせ対称とすること、そしてフィニッシュラインの端からスタートしていなければならない（技術規定の図を参照のこと）。
  
３．幅が30ｍ未満のアイスリンクにおける国際競技会について、使用されてもよいトラックはそれぞれのアナウンスメントに図表で示される。


【トラックマーカー】
４．ＩＳＵショートトラックスピードスケート技術委員会によって承認されたデザインのトラック表示のブロックを使用するものとし、７個が各カーブに使用されなければならない（ハンドブック参照）(削除)。

【リンクボードパッド】
５．
　a)　氷面を囲み防護マットを設置し、スケーターの安全性を改善するためにすべての措置を講じなければならない。マットは防水素材のものとし、必ずしも耐切性素材でなくてもよい。各マットは互いに接着し、その重みで氷上において自立していること。
ｂ）全てのパッディングシステムは、各ISUコミュニケーションに示されている最低限の仕様に従うこととする。
ｃ）システムについて、以下のタイプが規定されている：
　　・従来のリンクボードパッディングシステム：パッドが氷表面周りの板囲いを背にして設置される。
　　・ハイブリッドパッディングシステム：ボードが部分的に、特にカーブの出口、スケート進行方向にスタート・フィニッシュラインから１０ｍ以内の個所が外せるもの。
　　マットは自立し、それぞれが連結され、転倒選手の衝撃を弱めることができ得る十分なマットの動きが可能であること。
ｄ）ISU大会、冬季オリンピック競技大会、及び冬季ユースオリンピック競技大会については、全ての材料特性の技術的記載とマット構築図を添付した実施可能計画を最初の招致申請時に提出しなければならない。
e）オリンピック競技大会では、可動式パッディングシステムが義務付けられている。防護パッドは、個別のISUコミュニケーションで規定されるパッド仕様に準拠していることとする。会場をフィギュアスケートと共有する場合、最終セットアップのための要件と会場を転換する時のロジスティックな問題を考慮しパッドを選択しなければならない。
ｆ）ISU大会及び冬季ユースオリンピック競技大会では、少なくとも可動式パッディングシステム又はハイブリッドパッディングシステムを使用しなければならない。
ｇ）国際競技大会については、少なくとも従来のリンクボードパッディングシステムを使用することとする。


【リンクの装置】
６．
　a)　ＩＳＵ大会とオリンピック冬季競技大会については、フィニッシュの映像と競技者のタイムを供給できる電子機材を使用するものとする。タイムは1000分の1秒で作成されるものとする。これらの結果は公式リザルトと見なされる。
b)　ISU大会、冬季オリンピック競技大会（OWG）、冬季ユースオリンピック競技大会（YOG）については、ISUに承認されているインスタントビデオリプレイ（IVR）とレースリポーティングシステム（RRS）を使用することとする。；
c)　国際競技会において、上記機材が使用できない場合、規則第290条3項・4項に明記されている手動手順を適用してもよい。
d)　ＩＳＵ大会とオリンピック冬季競技大会については、レースの結果を供給し、次ラウンドのレースの編成を準備し、競技会の最終結果とプロトコルを作成するために、技術委員会によって承認されたコンピューター・ソフトウェアーのみを使用するものとする。
e)　国際競技会については、規則第296条に説明された手順を手動で行ってもよい。
　f)　すべての技術的装置は観客の接近が制限された区域に設置されるものとする。

Ｂ．世界選手権大会
第２８１条　【距離とプログラム】
１．
　a)　距離は、個人の500ｍ、1000ｍ、1500ｍ及び3000ｍ、女子3000ｍリレー及び男子　　5000ｍリレーとなる。
  b)　500ｍ、1000ｍ、1500ｍの距離では、AとBの二つの決勝レースが行われる。規則第295条２項にしたがい、決勝出場者は予選ラウンドにより選考される。3000ｍの決勝は１レースだけで、スーパーファイナルとして滑走される。

c)　リレー種目では、AとBの2つの決勝レースが行われる。規則第295条２項にしたがい、決勝出場者は予選ラウンドにより選考される。
d)コンペチタ―ズスチュワードは、技術委員会の指示にしたがいエントリー数に応じて予選スケジュールを確認する。
　e)　世界選手権大会は３日間にわたって開催される。
　f)　決勝とそれぞれ先立つ準々決勝、準決勝の順序は、1500ｍ、500ｍ、1000ｍ及び3000ｍとなる。
　g)　リレーの決勝は個人レースの終了後に開催される。リレーの予選ラウンドは選手権大会の各日に開催されてもよく、その日の個人レースの終了後に開催されるように準備される。
　h)　各距離のメインプログラムで出場資格を得られなかったスケーターは、予選ラウンドによる自分のブロックのランキング決勝への出場資格を有する。
　　距離別クラシフィケーションを決定するために、規則第295条6項がランキング決勝に適用される。
　　選手はランキング決勝への出場を棄権することができるが、その日の最後のレースから遅くとも30分以内、ランキング決勝前にその旨を発表しなければいけない。
ランキング決勝に参加しなかった選手は、規則第295条6項に規定されている手順に従い、先行された予選ラウンドの自分の結果に基づき、各ブロックランキング決勝に出場した選手の後にランク付けされる。
ランキング決勝を棄権することを告知せず、規則第298条１-ｂ）項の例外要件を満たさなかった選手は、当該距離のクラシフィケーション及び総合クラシフィケーションから除かれる。


i) スタンダードプログラム：
	第１日：	　女子／男子1500ｍ	予　選
		　女子／男子 500ｍ	プレリミナリー
		　女子／男子 500ｍ	予　選
		　女子／男子1000ｍ	プレリミナリー　
　　　　　　　　　 女子/男子 1000ｍ　　　 予　選

	第２日：	　女子／男子1500ｍ	ランキング決勝
		　女子／男子500ｍ	ランキング決勝

	第２日メインプログラム：	　
女子／男子1500ｍ	準決勝
		　女子／男子1500ｍ	決勝B,A
		　女子／男子　500ｍ	準々決勝
		　女子／男子　500ｍ	準決勝
		　女子／男子　500ｍ	決勝B,A
		　女子3000ｍリレー	準決勝
		　男子5000ｍリレー	準決勝

　　　　第３日　　女子／男子1000ｍ	ランキング決勝　
　　　　　　　　　女子3000ｍリレー	決勝B
		　男子5000ｍリレー	決勝B

　　　　第３日メインプログラム：	　
		　女子／男子1000ｍ	準々決勝
		　女子／男子1000ｍ	準決勝
		　女子／男子1000ｍ	決勝B,A
		　女子／男子3000ｍ	スーパーファイナル
		　女子3000ｍリレー	決勝A
		　男子5000ｍリレー	決勝A
女子3000ｍリレー	決勝B
		　男子5000ｍリレー	決勝B

　j)　プログラムはエントリー数及び地域の状況により変更される場合がある。規則第295条２項ｄ)に従い、予選ラウンドを加える又は除くことができ、選手権大会の別の日に移動することができる。

k)　各日程の競技開始時間は組織委員会によって決定されてもよい。第２日、第３日のプログラムは２部に区分することができる。メインプログラムは同一の部とし、区分してはならない。整氷又は規則第295条２項にしたがってアスリートに休憩時間を与えるため以外には、各部（セッション）が始まる時、いかなる休憩又は中断なしに開催される。
【エントリー】
２．
　a)　各ＩＳＵメンバーは各カテゴリーに１名の競技者をエントリーする権利を有する。
　　　ＩＳＵメンバーに、先行する世界選手権大会における最終順位で上位32位以内にランクされているスケーターが１名以上いる場合、そのＩＳＵメンバーはそれぞれのカテゴリーに合計２名の競技者をエントリーしでもよい。
　　　ＩＳＵメンバーに、先行世界選手権大会における最終順位で上位16位以内のスケーターが２名以おり、そのうちの1名又はそれ以上の選手がファイナルポイントを獲得している場合、そのＩＳＵメンバーはそれぞれのカテゴリーに合計３名の選手をエントリーできる；
　　　ホストISUメンバーが選手3名の出場資格を得られなかった場合、そのホストISUメンバーは選手3名をエントリーすることを選択することができ、もともと選考されている選手数を次の選手権の最大選手数とする。
　　　このＩＳＵ選手権大会へのエントリーには全ての選手について最低参加資格タイムが要求される。要求される参加資格タイム、資格取得期間、競技カテゴリー及び達成されるタイムに係るその他の条件は、ショートトラックスピードスケート技術委員会により決定され、ＩＳＵコミュニケーションで告知される。
　　参加者をエントリーするISU メンバーは、各選手が獲得している参加資格タイムを本ISUコミュニケーションで求められている書類に記載し提供しなければならない。その書類は遅くとも大会の2週間前までにISU事務局に提出することとする。技術委員会の代表は選考基準が守られているか、エントリーが受け入れられるかどうかを決定する。
　b)　各メンバーは、通常のエントリー数に相当する補欠氏名を申し込んでもよい。
　c)　女子男子ワールドカップリレー最終順位（規則第286条８項参照）から上位８位のリレーチームの中に参加資格を有するＩＳＵメンバーは、リレー競技のそれぞれのカテゴリーに１チームを申し込んでもよい。
　　　開催国がワールドカップリレー最終順位のトップ８チームにランクされない場合、最下位ランクのチームと置き換える。
　　　リレーチームを申し込むＩＳＵメンバーは、両競技（個人とリレー）のすべてのスケーターを合わせ５名までのスケーターを申し込むことができる。
　d)　規則第295条４項f)に従い、選手の氏名が公式にコンペチターズスチュワードに提出された後、そのスケーターが病気のために世界選手権の最初の距離でスタートできない場合、そのスケーターは、当該ＩＳＵメンバーからエントリーされている他のスケーターと入れ替えることができる。コンペチターズスチュワードは、規則第296条のシード手順にしたがって、組の編成を変更してもよい。
　e)　規則第295条４項f)にしたがって氏名が公式にコンペチターズスチュワードに提出された後、競技者が棄権した場合、この競技者は選手権大会の個人部門に再び申し込むことは許されない。

【抽選とシード手順】
３．規則第296条参照。

【競技方法】
４．
　a)　先に行われた決勝後の決勝得点に基づいて、得点上位８位まで及び８位タイの者のみが3000ｍスーパーファイナルでの競技資格が得られる。
　b)　最終順位は、規則第295条９項にしたがって決定される。
　c)　距離別の順位決定は、規則第295条６項と７項にしたがい決定される。

【優勝者】
５．
　a)　総合優勝者は、選手権大会の終了時に、規則第295条９項にしたがって最高ランクを得ているスケーターである。
b)　世界ショートトラックスピードスケート選手権大会リレー競技の優勝チームは、Ａ決勝の勝者と宣言されたチームである。従い、この選手権で2位と3位を獲得したチームはＡ決勝のフィニッシュチームとなる。これらのチームには規則134第3項に従いメダルが授与される。
c)　世界ショートトラックスピードスケート選手権大会500／1000／1500ｍの優勝者は、当該距離のＡ決勝の優勝者と宣言されているスケーターである。従い、この選手権で2位と3位を獲得した選手はＡ決勝でフィニッシュした選手となる。これらの選手には規則134第3項に従いメダルが授与される。
d)　称号については、規則第133条を参照。　

C. 男女混合チーム競技
第 282条
1. 男女混合チーム競技は、以下に記載の基本要件に従うものとする。; 
a) プログラム構成に下記を含むことが出来る:
· 個人レース
· チームレース
· 男女混合チーム
b) 参加者
男女各2名の選手で構成されるチームが参加できる。

2. 距離、プログラム、エントリー、競技条件及び結果についての詳細はISUコミュニケーションで明記される。






D．世界ジュニア選手権大会
第２８３条　【距離とプログラム】

１．
a)　距離は、個人500ｍ、1000ｍ及び1500ｍとなる。リレーレースは3000ｍで行う。各リレーチームはメンバー当たりスケーター４名で構成するものとする。
b)　 500、1000、1500ｍの距離ではAとBの二つの決勝レースを行う。決勝への出場資格は規定第295条2項に基づき予選ラウンドで決定される。
c) リレーではAとBの二つの決勝レースが行われる。決勝への出場資格は、規定第295条2項に従い、予選ラウンドで決定される。
ｄ）コンペチタ―ズスチュワードは、技術委員会の指示にしたがいエントリー数に応じて予選スケジュールを確認する。
e)決勝とそれぞれの準々決勝、準決勝の順序は、1500ｍ、500ｍ、及び1000ｍとなる。
f) 各距離のメインプログラムで出場資格を得られなかったスケーターは、予選ラウンドによる自分のブロックのランキング決勝への出場資格を有する。
　　距離別クラシフィケーションを決定するために、規則第298条6項がランキング決勝に適用される。
選手はランキング決勝への出場を棄権することができるが、その日の最後のレースから遅くとも30分以内、ランキング決勝前にそのことを発表しなければいけない。
ランキング決勝に参加しなかった選手は、規則第295条6項に規定されている手順に従い、先行された予選ラウンドの自分の結果に基づき、各ブロックランキング決勝に出場した選手の後にランク付けされる。
ランキング決勝を棄権することを告知せず、規則第298条１ｂ）項の例外要件を満たさなかった選手は、当該距離のクラシフィケーション及び総合クラシフィケーションから除かれる。

g)　スタンダードプログラム：
	第１日：	　女子／男子1500ｍ	　予　選
		　女子／男子 500ｍ	　予備予選
		　女子／男子1000ｍ	　予備予選
　　　　　　　　　 女子／男子 3000ｍリレー　予　選

	第２日：	　女子／男子1500ｍ	ランキング決勝
		　女子／男子500ｍ	ランキング決勝

	第２日メインプログラム：	　
女子／男子1500ｍ	　準決勝
		　女子／男子1500ｍ	　決勝B,A
		　女子／男子　500ｍ	　予選
女子／男子　500ｍ	　準々決勝
		　女子／男子　500ｍ	　準決勝B,A
		　女子／男子　500ｍ	　決勝B,A
		　女子／男子3000ｍリレー	　準決勝

　　　　第３日　　女子／男子1000ｍ	ランキング決勝　
　　　　　　　　　女子　3000ｍリレー	　決勝B
　　　　　　　　　男子　3000ｍリレー	　決勝B

　　　　第３日メインプログラム：	　
		　女子／男子1000ｍ	　予選
女子／男子1000ｍ	　準々決勝
		　女子／男子1000ｍ	　準決勝
		　女子／男子1000ｍ	　決勝B,A
		　女子　　　3000ｍリレー　　決勝A
		　男子　　　3000ｍリレー　　決勝A
		　	　　　　　
　h)　 プログラムはエントリー数及び開催地の状況により変更される場合がある。規則第295条２項ｄ)に従い、予選ラウンドを加える、又は除くことができ、選手権大会の別の日に移動することができる。
i)　 各日程の競技開始時間は組織委員会によって決定されてもよい。第２日、第３日のプログラムは２部に区分することができる。メインプログラムは同一の部とし、区分してはならない。整氷又は規則第295条２項にしたがってアスリートに休憩時間を与えるため以外には、各部（セッション）が始まる時、いかなる休憩又は中断なしに開催される。


【エントリー】
２０１８/２０１９シーズン：
２．
　a)　各ＩＳＵメンバーは、各個別カテゴリーに３名の競技者をエントリーする権利を有する。リレーチームをエントリーするＩＳＵメンバーは、それぞれのカテゴリーに競技者最大４名までエントリーすることができる。本ＩＳＵ世界選手権のエントリーには参加資格タイムが設けられている。参加資格タイム、参加資格期間、競技カテゴリー、参加資格タイムが達成されるためのその他諸条件は、ショートトラック技術委員会が決定し、ISUコミュニケーションで発表される。
参加者をエントリーするＩＳＵメンバーは、各選手が獲得している参加資格タイムを本ISUコミュニケーションで求められている書類に記載し提供しなければならない。その書類は遅くとも大会の2週間前までにISU事務局に提出することとする。技術委員会の代表が、選考基準が守られているか、エントリーが受け入れられるかどうかを決定する。
　b)　各ＩＳＵメンバーは、通常のエントリー数に一致する補欠選手の氏名をエントリーできる。
　c)　リレーチームを申し込んでいるＩＳＵメンバーのみが、両競技：個人
とリレーのすべてのスケーターを含む最大４名の選手をエントリーすることができる。
　d)　規則第295条４項f)にしたがい、氏名が公式にコンペチターズスチュワードに提出された後、スケーターが病気のために世界選手権の個別距離でスタートできない場合、そのスケーターを、当該メンバーからエントリーされている他のスケーターと入れ替えてもよい。コンペチターズスチュワードは、規則第296条のシード手順にしたがって、組の編成を変更してもよい。

２０１９/２０２０シーズン以降：

a) 各ＩＳＵメンバーは、各カテゴリーに３名の競技者をエントリーする権利を有する。リレーチームをエントリーするＩＳＵメンバーは、それぞれのカテゴリーに最大４名まで競技者をエントリーすることができる。
b) 各ＩＳＵメンバーは、各距離のそれぞれのカテゴリーに２名の競技者をエントリーする権利を有する。
ＩＳＵメンバーが、先行する選手権の個別距離のファイナルクラシフィケーションにおけるベスト１６位までの選手を２名以上有するとき、そのＩＳＵメンバーはその距離に於いて３名まで競技者をエントリーすることができる。
c) ホストＩＳＵメンバーが、或る距離で出場資格を得た選手が３名に満たなかった場合、そのホストＩＳＵメンバーはその距離で３名まで選手登録することを選択することができる。しかし、そのＩＳＵメンバーがその距離で３名の選手登録をした場合、次の選手権では当該距離で、２名を超えて選手登録することはできない。
d) 本ＩＳＵ世界選手権のエントリーには参加資格タイムが設けられている。参加資格タイム、参加資格期間、競技カテゴリー、参加資格タイムが達成されるためのその他諸条件は、ショートトラック技術委員会が決定し、ISUコミュニケーションで発表される。
参加者をエントリーするＩＳＵメンバーは、各選手が獲得している参加資格タイムを本ISUコミュニケーションで求められている書類に記載し提供しなければならない。その書類は遅くとも大会の2週間前までにISU事務局に提出することとする。技術委員会の代表が、選考基準が守られているか、エントリーが受け入れられるかどうかを決定する。
e) 各ＩＳＵメンバーは、通常のエントリー数に一致する補欠選手の氏名をエントリーできる。
　f)　 規則第295条４項f)に従い、選手の氏名が公式にコンペチターズスチュワードに提出された後、そのスケーターが病気のために世界選手権の個別距離でスタートできない場合、そのスケーターを、当該ＩＳＵメンバーからエントリーされている他のスケーターと入れ替えることができる。コンペチターズスチュワードは、規則第296条のシード手順にしたがって、レース編成を変更してもよい。

【抽選とシードの手順】
３．規則第296条を参照。
　a)　世界ランキングのないジュニアスケーターに関して、各距離のシーズンベストタイムが各距離最初のラウンドの作成に関してランキングを決定するために用いられる。これらのタイムは、遅くとも大会の２週間前にISU事務局に提出されなければならない。技術委員会代表が、そのタイムが受け入れられるものかどうか決定する。更なる詳細については個々のＩＳＵコミュニケーションを参照。
b)リレー競技の最初のラウンドについては、先に行われた同じ選手権のリレー競技のクラシフィケーションに従いシーディングリストができる。

【競技方法】
４．
　a)　 各距離のクラシフィケーションは、規則第295条６項にしたがって決定される。　
　
【優勝者】
５．
　a)　500/1000/1500ｍ距離での優勝者は、決勝Aで勝者と宣言された選手である。この選手権での2位と3位の選手は、決勝Aで同様にフィニッシュした選手である。これらの選手には規則134条第3項に従いメダルが授与される。
b)　世界ジュニアショートトラックスピードスケート選手権大会リレー競技の優勝チームは、決勝Aの勝者と宣言されたチームである。従い、この選手権で2位と3位を獲得したチームは決勝Aのフィニッシュチームとなる。これらのチームには規則134第3項に従いメダルが授与される。
c)　称号については、規則第133条を参照。

Ｄ．オリンピック冬季競技大会

第２８４条　【距　離】

１．a)オリンピック冬季競技大会の競技：
　　　　-　個人競技
　　　　-　リレー競技
　　　　-　男女混合リレー競技
　　b)個人競技の距離；
　　　　-　男女　個別距離500ｍ、1000ｍ、1500ｍ；
　　c)リレー競技の距離；
　　　　-　女子リレー3000ｍ；
　　　　-　男子リレー5000ｍ
　　d)　男女混合リレーの距離は、ISUコミュニケーションで示される。
e)規則第295条２項に従い、エントリー数により、競技者が決勝に参加資格を得る資格取得ラウンドを全ての距離で設けることができる。



【エントリー枠】
２．
　a)　オリンピック冬季競技大会の各版で、国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）はショートトラックスピードスケート競技にエントリーすべきスケーターの全体最大数（ＩＯＣ枠）を、各性別の目標数で規定している。女子か男子のいずれかでそれぞれのＩＯＣ枠がＩＳＵ規程に記述された参加資格システムにしたがって達していない場合、それぞれの枠順の未使用数は他の性別の枠に融資され、追加される。
　b)　ＩＳＵメンバー、それぞれの国内オリンピック委員会ごとにエントリーされたショートトラックスピードスケーターの合計全体数（ＮＯＣ枠）は、（リレー競技に参加資格をもつＩＳＵメンバー/ＮＯＣについて）最大10名、それぞれ女子最大５名、男子最大５名、（リレー競技に参加資格をもたないＩＳＵメンバー/ＮＯＣについて）それぞれ女子最大３名、男子最大３名となる。

【参加資格取得システム】
３．
　a)　一般
　ＩＳＵメンバー（それぞれの国内オリンピック委員会（NOC）に属する、ＩＯＣが称するところの「ＮＦs」）の出場枠は、オリンピック冬季競技大会に先立つ10月から12月の間にＩＳＵが指定し開催されるＩＳＵワールドカップ競技会４大会の結果により各メンバーが達成した4つの特別オリンピック参加資格取得クラシフィケーション（ＳＯＱＣ）に基づき決定される。そのワールドカップ4大会のうち2大会は、冬季オリンピック大会の開催地と同じ大陸内であることが望ましい。
４つのＳＯＱＣsは、女子・男子のそれぞれ500ｍ、1000ｍ、1500ｍ、女子3000ｍリレー及び男子5000ｍリレーに関するものである。ＩＳＵショートトラックスピードスケートワールドカップを含むＩＳＵ承認競技会へのエントリーは、ＩＳＵ規程により、ＩＳＵメンバーだけが行うことができる。
各距離について、4つの結果のうち上位３つの結果がSOQCを決定する際考慮される。
ＩＳＵメンバー/ＮＯＣsが獲得した出場枠をＩＳＵが確認した上で、適用される期限以内に選手名をオリンピック冬季競技大会にエントリーするか否かは、それぞれのＩＳＵメンバー/ＮＯＣの自由裁量とする。但し、エントリーされたスケーターはＩＳＵ及びＩＯＣ規則に則り有資格者であることを条件とする。
これらのＳＯＱＣsは、ＩＳＵワールドカップショートトラックスピードスケートクラシフィケーション（詳細に関してはそれぞれのＩＳＵ規程とＩＳＵコミュニケーションを参照のこと）と同じ規則と原則にしたがって計算される。ＳＯＱＣにタイがある場合、次のタイブレーキングシステムが使用される： 
ⅰ)　計画されたワールドカップの１つにおける最高順位
ⅱ)　その距離の最高タイム
ⅲ)　その距離の２番目（必要ならば３番目、４番目等）のタイム
　b)　ホストＩＳＵメンバー/ＮＯＣ
　　資格取得手順を通して参加資格がない場合、ホストＩＳＵメンバー/ＮＯＣは、次のように、すべての競技で一緒に10名（女子５名、男子５名）のスケーターをエントリーする権利が与えられる：
		- 女子と男子リレー
　- 女子と男子ともに各個人競技/距離にスケーター１名
ホストＩＳＵメンバー/ＮＯＣがリレー競技に参加する権利を喪失する場合、それにもかかわらず女子と男子ともに個人距離のそれぞれにスケーター１名をエントリーしてもよい。
c)　リレー
リレーに関するＳＯＱＣでトップ８位にあるリレーチームをもつＩＳＵメンバー/ＮＯＣsは、オリンピック冬季競技大会リレー競技に参加のための資格を得る。オリンピック冬季競技大会のホストＩＳＵメンバー/ＮＯＣがリレーＳＯＱＣに基づいて資格を得たチームにいない場合は、ホストＩＳＵメンバー/ＮＯＣのそれぞれのリレーチームは、リレーに関するＳＯＱＣで８位にランクされたＩＳＵメンバー/ＮＯＣに置き換える。
d)　個人距離
リレー競技に参加資格を得たＩＳＵメンバー/ＮＯＣsは、合計で最大５名のスケーターをエントリーできる。個人競技で競技するスケーターがリレーチームのスケーターの中にいなければならない。
リレー競技に参加資格を持たないＩＳＵメンバーは、いかなる個人距離でもスターティング順の最も高い数に等しいスケーター数を送ることができるのみである。
個人距離について、優先権のあるリレー参加資格から上述の結果に加えて、それぞれのＳＯＱＣの順に枠順がＩＳＵメンバー/ＮＯＣsに割当てられる。例えば、500ｍ、1000ｍ、1500ｍの距離に１位にランクされたスケーターを有するすべてのＩＳＵメンバー/ＮＯＣsは、それぞれの距離に１つのスターティング順を得る。続いて、２位にランクされたスケーターを有するＩＳＵメンバー/ＮＯＣsが１つのスターティング順を得る等、年代順にリストされた次の基準に合うまで：
ⅰ)　ＩＳＵメンバー/ＮＯＣごとの枠順の数が距離ごとスケーター最大３名に達している。
ⅱ)　それぞれの距離のスケーター数がその距離のスケーターの最大数に達している；例えば、500ｍと1000ｍのスケーターの最大数は32名、1500ｍのスケーターの最大数は36名となる。
ⅲ)　カテゴリー（女子と男子）ごとのスケーターの合計数がＩＯＣ枠に達している。
ⅳ)　距離ごとのスケーター数が一つ以上の距離でスケーターの最大数（500ｍと1000ｍで32名、1500ｍで36名）に達していない場合、及び同時に資格取得の過程がＩＯＣ枠を超えないで維持できない場合、これが最大に達するまでスケーターは一人ずつ追加される。距離ごとに次に利用できるスケーター(s)が最も高いランクでそれぞれの距離で追加される。タイの場合には最も短い距離が優先する。
ⅴ)　上記小項ⅰ)、ⅱ)、ⅲ) 及びⅳ)にしたがって名前により実際にエントリーされたスケーターの数が距離ごとの最大（500ｍと1000ｍは32名、1500ｍは36名）に達していない場合、上記小項ⅰ)、ⅱ)、ⅲ)及びⅳ）によりエントリーされたスケーターを有するＩＳＵメンバー/ＮＯＣsは、それぞれのＳＯＱＣの順に、距離ごとにスケーター最大３名まで、それぞれの距離(s)で同じスケーターをエントリーすることが許される。結果として、これはエントリーされたスケーターの合計数に影響しないし、ＩＯＣ枠はそのままである。
ⅵ)　上記小項ⅰ)、ⅱ)、ⅲ)、ⅳ)及びⅴ)の手順を適用した後、距離ごとのスケーター数が（500ｍと1000ｍで32名、1500ｍで36名に）満たされない例外的な場合には、リレーに参加資格を有するが個人の競技者を有しないＩＳＵメンバー/ＮＯＣsがそれぞれの距離(s)にスケーターをエントリーすることが許される。タイの場合には、最も高いランクを有するリレーチームが優先する。したがって、これはエントリーされたスケーターの合計数にも影響しないし、ＩＯＣ枠はそのままである。

【順位の確認過程】
４．計画されたＩＳＵワールドカップ競技会が終了し結果として生じるＳＯＱＣに基づけば、ＩＳＵはそれぞれの枠順の総数及び各ＩＳＵメンバー/ＮＯＣが個人距離ごとにエントリーできるスケーター数をＩＳＵメンバー/ＮＯＣsに告知する。ＮＯＣsはＩＳＵコミュニケーションに掲載された特別な期限以内に枠順の使用をＩＳＵに確認することが求められる。

【未使用枠の再割当】
５．未使用の枠は異なるＳＯＱＣsに基づいたＩＳＵメンバー/ＮＯＣｓに再配分される。ＮＯＣsは枠の再割当提供を承認するかどうか３日以内に、遅くともＩＳＵコミュニケーションに記載された期限以内に確認することが求められる。
未使用のリレー枠順はリレーＳＯＱＣの結果に基づいた次の最高位のチームと置き換えられる。

【参加資格取得スケジュール】
６．冬季オリンッピック競技大会への参加資格選考スケジュールは、オリンピックの前シーズンの遅くとも10月1日までに特定のＩＳＵコミュニケーションにおいて明示・告知される。

【オリンピック冬季競技大会でのメダル決定】
７．
　a)　オリンピック冬季競技大会に関してのみ、個人決勝レースの500ｍ，1000ｍ及び1500ｍについて，リレー決勝レース女子3000ｍリレーと男子5000ｍリレーについて、Ａ決勝とＢ決勝が実施される。
　b)　可能な範囲まで、各レースに有効な認定書を付けてＩＯＣメダル３個と追加のＩＯＣ認定書５個（ともに「ＩＯＣ賞」に属する）が実際にスケーター８名とリレー８チームに授与されるように、Ａ決勝とＢ決勝が創設される。
　c)　ＩＯＣ賞８個は、Ａ決勝に始まるフィニッシュの順に（最初から最後まで）スケーター又はチームに、それによって必要であればＩＯＣ賞順位を満たすまで、Ｂ決勝をフィニッシュしているスケーター又はチーム（最初から最後まで）に続くように、授与される。
　d)　ＩＯＣ賞順位８個の空位は、(ⅰ)ペナルティ―、イエローカード、又はレッドカードの制裁を受けたスケーター又はチーム（ＤＱ）、(ⅱ)スタートしなかったスケーター又はチーム（ＤＮＳ）、又は(ⅲ)フィニッシュしなかったスケーター又はチーム（ＤＮＦ）：によつて、Ａ決勝又はＢ決勝レースに創設されてもよい。
　e)　Ａ決勝又はＢ決勝で、ペナルティ―、イエローカード、又はレッドカード、ＤＮＳ又はＤＮＦのスケーター又はチームはＩＯＣ賞を受ける資格はない。彼らのそれぞれのフィニッシュ順（最初から最後まで）で考慮された、Ａ決勝かＢ決勝のいずれかで、次にフィニッシュしたスケーター又はチーム、及び後に続くスケーター又はチームが昇格する。いかなるスケーター又はチームにより確定されたフィニッシュタイムも、資格取得の要因ではない。
　f)　疑問の回避に関して、ペナルティ―、イエローカード、又はレッドカード、ＤＮＳ又はＤＮＦによるＩＯＣ賞順位８個の空位は、以下のように満たされるものとする:
　　ⅰ)　 ペナルティ―、イエローカード、又はレッドカード、ＤＮＳ又はＤＮＦがＩＯＣ賞順位の空位を引き起こすＡ決勝で起きた場合、Ａ決勝でフィニッシュした次のランキングのスケーター又はチームが空位を補充するために昇格する。Ａ決勝からのフィニッシュしたスケーター又はチームが昇進するのに利用できるように存続しなくなるまで、この昇進手順は同様に又ＩＯＣ賞順位の追加の空位に続けられる。
　　ⅱ)　一つ以上のＩＯＣ賞順位の空位が、Ａ決勝をフィニッシュした者でＩＯＣ賞空位を補充するために上記手順を完成した後に空位のまま存続する場合、Ｂ決勝でフィニッシュした次のランキングのスケーター又はチーム（場合によりスケーターs又はチームs）がＩＯＣ賞順位の空位又は空位(s)を補充するために昇格する。
　g)　Ａ決勝又はＢ決勝をフィニッシュしなかったいかなるスケーター又はチームもＩＯＣ賞の資格はない。ＩＯＣ賞に利用できるスケーター又はチームが８より少ない結果の場合、空位のＩＯＣ賞順位(s)は補充されないものとし、賞(s)は授与されないものとする。

F．ヨーロッパ選手権大会及び四大陸選手権

第２８５条　【距離とプログラム】
１．a)　個人の距離は、500ｍ、1000ｍ、1500ｍ及び3000ｍ、リレー女子は3000ｍ、リレー男子は5000ｍとなる。
　　b)　500ｍ、1000ｍ、1500ｍの距離では決勝AとBの二つの決勝レースが行われる。規則第295条２項にしたがい、決勝出場者は予選ラウンドにより選考される。3000ｍの決勝は１レースだけで、スーパーファイナルとして滑走される。
c)　リレー種目では、AとBの2つの決勝レースが行われる。規則第295条２項にしたがい、決勝出場者は予選ラウンドにより選考される。
d)エントリー数に応じてコンペチタ―ズスチュワードは技術委員会の指示にしたがい資格取得スケジュールを確認する。
　e)　選手権大会は３日間にわたって開催される。
　f)　決勝とそれぞれの準々決勝、準決勝の順序は、1500ｍ、500ｍ、1000ｍ及び3000ｍとなる。
　g)　 各距離のメインプログラムで出場資格を得られなかったスケーターは、予選ラウンドによる自分のブロックのランキング決勝への出場資格を有する。
　　距離別クラシフィケーションを決定するために、規則第295条6項がランキング決勝に適用される。
選手はランキング決勝への出場を棄権することができるが、その日の最後のレースから遅くとも30分以内、ランキング決勝前にそのことを発表しなければいけない。
ランキング決勝に参加しなかった選手は、規則第295条6項に規定されている手順に従い、先行された予選ラウンドの自分の結果に基づき、各ブロックランキング決勝に出場した選手の後にランク付けされる。
ランキング決勝を棄権することを告知せず、規則第298条１ｂ）項の例外要件を満たさなかった選手は、当該距離のクラシフィケーション及び総合クラシフィケーションから除かれる。
h)　リレーの決勝は個人レースの終了後に開催される。リレーの予選ラウンドは選手権大会の各日に開催することが出来、その日の個人レースの終了後に開催されることとする。
　i)　スタンダードプログラム：
	第１日：	　女子／男子1500ｍ	予　選
		　女子／男子 500ｍ	予備予選
		　女子／男子 500ｍ	予　選
		　女子／男子1000ｍ	予備予選
　　　　　　　　　 女子/男子 1000ｍ　　　 予　選
女子3000ｍリレー	予選
		　男子5000ｍリレー	予選
	第２日：	　女子／男子1500ｍ	ランキング決勝
		　女子／男子　500ｍ	ランキング決勝
	第２日メインプログラム：	　
女子／男子1500ｍ	準決勝
		　女子／男子1500ｍ	決勝B,A
		　女子／男子　500ｍ	準々決勝
		　女子／男子　500ｍ	準決勝
		　女子／男子　500ｍ	決勝B,A
		　女子3000ｍリレー	準決勝
		　男子5000ｍリレー	準決勝

　　　　第３日　　女子／男子1000ｍ	ランキング決勝　
　　　　　　　　　女子3000ｍリレー	決勝B
		 男子5000ｍリレー	決勝B

　　　　第３日メインプログラム：	　
		　女子／男子1000ｍ	準々決勝
		　女子／男子1000ｍ	準決勝
		　女子／男子1000ｍ	決勝B,A
		　女子／男子3000ｍ	スーパーファイナル
		　女子3000ｍリレー	決勝A
男子5000ｍリレー	決勝A
	　　　　　女子3000ｍリレー	決勝B
男子5000ｍリレー	決勝B

j)　プログラムはエントリー数及び開催地の状況に応じ変更されることがある。規則第295条２項ｄ)に従い、予選ラウンドを加える、又は除くことができ、選手権大会の別の日に移動することができる。
k)　各日における競技開始時間は組織委員会が決定してもよい。各日のプログラムは２部に区分することができる。メインプログラムは同一の部とし、区分してはならない。整氷又は規則第295条２項にしたがってアスリートに休憩時間を与えるため以外には、各部（セッション）が始まる時、いかなる休憩又は中断なしに開催される。

【エントリー】
ヨーロッパ選手権；
２．
　a)　各メンバーは各カテゴリーに１名の競技者を申し込む権利を有する。
　　　ヨーロッパのＩＳＵメンバーが、前回の世界選手権大会における最終順位で上位32位以内にスケーターを１名有している場合、そのＩＳＵメンバーはそれぞれのカテゴリーに合計２名の競技者を申し込んでもよい。
　　　ヨーロッパのＩＳＵメンバーが、前回の世界選手権大会における最終順位で上位８位以内にスケーターを１名以上有している場合、そのＩＳＵメンバーはそれぞれのカテゴリーに合計３名の競技者を申し込んでもよい。
ホストISUメンバーが選手3名の出場資格を得られなかった場合、そのホストISUメンバーは選手3名をエントリーすることを選択することができ、もともと選考されている選手数を次の選手権の最大選手数とする。このＩＳＵ選手権大会へのエントリーには最低の参加資格タイムがすべての選手について要求される。要求される参加資格タイム、資格取得期間、競技のカテゴリー及び到達していなければならない他の条件は、ショートトラックスピードスケート技術委員会により決定され、ＩＳＵコミュニケーションで告知される。参加者をエントリーするＩＳＵメンバーは、各選手が獲得している参加資格タイムを本ISUコミュニケーションで求められている書類に記載し提供しなければならない。その書類は遅くとも大会の2週間前までにISU事務局に提出することとする。技術委員会の代表が、選考基準が守られているか、エントリーが受け入れられるかどうかを決定する。
　b)　ヨーロッパで開催された直近２回のワールドカップで、特別なリレークラシフィケーションで上位12位にランクされたヨーロッパのＩＳＵメンバーだけが、リレー競技にそれぞれのカテゴリーで女子/男子リレーチームをエントリーすることができる。
開催国がワールドカップリレークラシフィケーションで上位12位チームにランクされない場合、最もランクの低いチームと置き換えられる。ＩＳＵメンバーが参加権利を放棄した場合、次にランクされるヨーロッパのＩＳＵメンバーが参加へ招待される。

四大陸選手権：
c)　2019/2020シーズンにおいて、 各ＩＳＵメンバーは、各カテゴリーに３名の競技者をエントリーする権利を有する。
2020/2021シーズン以降のエントリー枠は規則第285条2項a)に基づくものとする。
　ｄ）現行シーズンの四大陸のいずれかの国で開催された全てのワールドカップ及び先行選手権のスペシャルリレークラシフィケーションで上位8位までの四大陸ISUメンバーのみが、男女のリレーチームをリレー競技の各リレーカテゴリーにエントリーすることができる。
　　　もしホスト国が、スペシャルリレークラシフィケーションの上位8位に入っていない場合、その最下位8位のチームと入れ替える。ISUメンバーが参加権利を辞退した場合、次にランクされている四大陸ISUメンバーがその権利を得る。

　ヨーロッパ及び四大陸選手権：
　e)　 各ＩＳＵメンバーは、通常のエントリー数に一致する補欠選手の名前をエントリーすることができる。　
　ｆ)　リレーチームを申し込んでいるＩＳＵメンバーは、両競技：個人とリレーのすべてのスケーターを含んで最大５名のスケーターのみをエントリーすることができる。
　ｇ)　規則第295条４項f)にしたがい氏名が公式にコンペチターズスチュワードに提出された後、スケーターが病気のためにヨーロッパ選手権の最初の距離でスタートできない場合、そのスケーターを、当該ＩＳＵメンバーからエントリーされている他のスケーターと入れ替えてもよい。コンペチターズスチュワードは、規則第296条のシード手順にしたがい、組の編成を変更することができる。
　ｈ)　規則第295条４項f)にしたがって氏名が公式にコンペチターズスチュワードに提出された後、競技者が棄権した場合、この競技者は選手権大会の個人部門に再び申し込むことは許されない。

【抽選とシード手順】
３．規則第296条参照。

【競技方法】
４．
　a)　先に行われた決勝後の決勝得点に基づいて、得点上位８位と８位タイの者のみが　 3000ｍスーパーファイナルで競技する資格が得られる。
　b)　最終順位は、規則第295条８項にしたがって決定される。
　c)　距離別の順位決定は、規則第295条６項と７項にしたがって決定される。

【優勝者】
５．
　a)　総合優勝者は、選手権大会の終了時に、規則第295条５項にしたがって最高ランクを得ているスケーターである。距離優勝者（500ｍ、1000ｍ、1500ｍ）は、決勝Aの優勝者と宣言されているスケーターである。従い、この選手権で2位と3位を獲得した選手は決勝Aのフィニッシュした選手となる。これらの選手には規則134第3項に従いメダルが授与される。
b)　ヨーロッパ・ショートトラックスピードスケート選手権大会リレー競技の優勝チームは、決勝Aの勝者と宣言されたチームである。従い、この選手権で2位と3位を獲得したチームは決勝Aのフィニッシュチームとなる。これらのチームには規則134第3項に従いメダルが授与される。

Ｆ．ワールドカップ競技会

第２８６条　【競技方法】

１．男女のワールドカップは、ショートトラック技術委員会の責任の下にＩＳＵイベントとして組織される。追加規則と詳細がシーズンごとにＩＳＵコミュニケーションで公表される。
２．
　a) シーズン中ワールドカップ競技会の数が計画される。
b)　オリンピック参加資格取得のために計画されたワールドカップ競技会は異なる競技フォーマットを有する。
３．ワールドカップは、ＩＳＵメンバーに開放された、下記基準により毎シーズン開催される一連の国際競技会である：
- エントリーは４つ以上のＩＳＵ加盟メンバーであること；
- 競技会は適切なコミュニケーションの規則に従わなければならない。ショートトラッ
　クスピードスケート技術委員会は、必要であればシーズンのワールドカップ競技会２戦と４戦の後、ワールドカップコミュニケーションを修正してもよい；
　　- 各ＩＳＵメンバーは、ワールドカップコミュニケーションに従い、スケーター数を申し込むこととし、その数字には全ての個人、リレー、及びチーム競技のスケーターを含むこと；
　　- ＩＳＵに任命されたすべての競技役員はＩＳＵ競技役員でなければならない；
　　-　すべてのアシスタントレフェリー、スターター及びコンペチターズスチュワードは、少なくとも国際競技役員のリストにワールドカップを指す「Ｗ」マーク付きで記載されている者でなければならない。オリンピック参加資格取得のために計画されたワールドカップに関して、すべてのレフェリー、スターター及びコンペチターズスチュワードは、ＩＳＵ競技役員のリストに記載されている者でなければならない；
- 他のＩＳＵメンバーの有資格競技役員が少なくとも３名が、任命された競技役員の中に含まれていることとする。
４．
　a)　ワールドカップリレークラシフィケーションが、規則第281条２項の世界選手権大会のエントリーを決定する。
ワールドカップ競技会にエントリーをすることにより、ＩＳＵメンバーは、そのＩＳＵメンバーが資格を取得したならばそれぞれの選手権大会に参加することを確認する。
ＩＳＵメンバーは、シーズン最終のワールドカップ競技会前にＩＳＵ理事会とショートトラックスピードスケート技術委員会に文書で通知することにより、これらの権利を放棄できる。
　b)　規定第285条2項b)に言及されている特別リレークラシフィケーションにより、ヨーロッパ及び四大陸選手権リレーへのエントリーが決定される。
ＩＳＵメンバーは、ワールドカップにエントリーすることにより、参加資格を取得しているならば、それぞれの選手権のリレー競技に参加することを確認しているものとする。それぞれの選手権に先行する最終ワールドカップ競技会前に、ＩＳＵメンバーはＩＳＵ理事会とショートトラックスピードスケート技術委員会に文書で通知することによりこれらの権利を放棄してもよい。
　c)　 ヨーロッパ選手権選考のための特別リレークラシフィケーションは、ワールドカップリレークラシフィケーションの規側と手順に従うこととする。この目的のために各ワールドカップの距離別クラシフィケーションが作成され、ポイントが当該メンバーに付与される。
　d)一般規定に従い、本要件に違反するISUメンバーに対し、ISU理事会はペナルティを課す。

５．各ワールドカップ競技会のプログラムは、次の項目を含むことができる：
　　個人距離：
-　500ｍ、1000ｍ、1500ｍ　これらの距離のうち１種目は２回滑走してもよい。
　　リレー：
-　女子3000ｍ
-　男子5000ｍ
　　その他距離、チーム競技、及びレースフォーマットを紹介してもよい。

６．
a)　適切なＩＳＵコミュニケーションにおいて確認されている基準にしたがい、エントリーは各ＩＳＵメンバーによって行われなければならない。
b)　規則第295条４項f)にしたがい選手の氏名が公式にコンペチターズスチュワードに提出された後、そのスケーターが病気のために世界選手権の最初の距離でスタートできない場合、そのスケーターは、当該加盟メンバーからエントリーされている他のスケーターと入れ替えることができる。コンペチターズスチュワードは、規則第296条のシード手順にしたがって、組の編成を変更してもよい。
c)　 規則第295条４項f)にしたがい競技者氏名が公式にコンペチターズスチュワードに提出された後、競技者が棄権した場合、この競技者は選手権大会の個人部門に再びエントリーすることは許可されない。
d)　ワールドカップ競技大会のエントリーには最低参加資格タイムが要求さる。要求される参加資格タイム、資格取得期間、競技のカテゴリー及び到達していなければならない他の条件は、ショートトラックスピードスケート技術委員会により決定され、ＩＳＵコミュニケーションで告知される。
参加者をエントリーするISU メンバーは、各選手が獲得している参加資格タイムを本ISUコミュニケーションで求められている書類に記載し提供しなければならない。その書類は遅くとも大会の2週間前までにISU事務局に提出することとする。技術委員会の代表は選考基準が守られているか、エントリーが受け入れられるかどうかを決定する。

７．各ワールドカップ競技会でのクラシフィケーション：
　a)　各ワールドカップ競技会で、下記最終順位（規則第295条６項参照）が作成される：
　　　- 女子／男子500ｍ距離クラシフィケーション
　　　- 女子／男子1000ｍ距離クラシフィケーション
　　　- 女子／男子1500ｍ距離クラシフィケーション
　　　- 女子／男子リレークラシフィケーション
　　　- 女子／男子チーム競技
　b)　500ｍ、1000ｍ、1500ｍの距離とリレーの距離最終順位は、距離最終順位に関する規則に従う（規則第295条６項参照）。
 
８．ワールドカップクラシフィケーション：
総合ワールドカップクラシフィケーションは、各距離、リレー、その他チーム競技のために各シーズンの最後に構築される。
それらの総合ワールドカップクラシフィケーションを作成するために、当該シーズンの各距離・競技の複数のベストリザルトが考慮される。全ての関連詳細（クラシフィケーション、ランキング、ポイントシステム、同位規則、等）は当該シーズン開始前にワールドカップコミュニケーションで提供される。

　a)　- ワールドカップ個人距離クラシフィケーション
- ワールドカップリレークラシフィケーション（世界選手権大会へのリレー資格取得）
- ワールドカップチームクラシフィケーション
　b)　ワールドカップ競技会での上記クラシフィケーションのそれぞれの得点計算はＩＳＵコミュニケーションに記載される。
　c)　その競技会のそれぞれのクラシフィケーションにランクされた者のみに得点が与えられる。最初の資格取得ラウンドでフィニッシュしなかった、ペナルティ又はイエローカードを受けた選手又はチームは、その距離の参加人数プラス１の仮想ランクを得ることとする。
　d)　タイの場合には、ランキングポイントの高い方の数が両スケーター／チームに与えられるものとする。
　e)　シーズン中のそれぞれの距離の最高結果の数がワールドカップ最終順位を評価する目的のために考慮される。（ワールドカップコミュニケーション参照。）
　f)　500ｍ、1000ｍ、1500ｍ又はリレーのワールドカップ距離最終順位にタイがある場合には、上記結果の直近の結果（８項e））がランキングの最終順位を決定する。タイがある場合、次の結果がランキングの順序を決めるために用いられる。更にタイがある場合、明確な結果（８項e））からのベストタイムが採用される。
　g)　ワールドカップチーム最終順位にタイがある場合には、ワールドカップリレー最終順位が優先する。

９．世界ランキングリスト：
　a)　いかなるＩＳＵイベントでも最初の資格取得ラウンドを作成する目的で、全ての個人とリレー距離に下記世界ランキングリストが保持されるものとする（規則第295条９項）：
　　　- 女子／男子500ｍ世界ランキングリスト
　　　- 女子／男子1000ｍ世界ランキングリスト
　　　- 女子／男子1500ｍ世界ランキングリスト
　　　- 女子／男子オーバーオール世界ランキングリスト
　　　- 女子／男子リレー世界ランキングリスト
　b)　世界ランキングリストに関して、計算する結果の数は最新シーズンに計画された距離、タイムの数に等しい。これらの競技会中に集計された得点が加えられるが、最低の結果２つは無視される。
　c)　世界ランキングリストにタイがある場合は、上述された結果（９項b））のいかなるものの中でも直近の結果がランキングの最終順位を決定する。タイがある場合、その次の結果がランキングを決定するために用いられる。更にタイがある場合、明確な結果（９項b））からの最高タイムが採用される。
　d)　オーバーオール世界ランキングリストは、500ｍ、1000ｍ、1500ｍの世界ランキングリストのいかなるものの中でも最も高いランクに基づく。タイの場合には、他の２つの世界ランキングリストの中の一つに最も高いランクが採用されるものとする。500ｍ、1000ｍ、1500ｍの世界ランキングリストを考慮した後もタイがある場合、スケーターがシードされる順序を決定するためにコンペチタ―ズスチュワードにより抽選が行われる。

10．詳細に記されたようにこれらの最新のワールドカップ最終順位は、ワールドカップ競技会のリザルトを受理する度に、ショートトラックスピードスケート技術委員会によって回覧されるものとする。ワールドカップ最終順位は、シーズンごとに最初のワールドカップ競技会から開始され、その後一連のワールドカップ競技会の間維持される。最終順位は最後のワールドカップ競技会後の最終順位で完了する。

Ｇ．競　技　会

第２８７条　【競技会】

１．500m、1000m、1500m、3000ｍ、3000mリレー、5000mリレー種目に加え、国際競技会ではより短い距離又は長い距離の種目を実施することができ、レースにより異なる参加人数とすることができる。ショートトラックスピードスケートでは、下記のレース及び/又は競技を追加で開催することができる。
-　ミックスチーム競技
-　チーム競技
-　ポイントレース
-　エルミネーションレース
-　複合ポイントレース
-　パーシュートレース
-　チームマジソンリレーレース
-　ナショナルトロフィー　ショートトラックスピードスケート
-　ウィン＆アウト　レース

２．詳細はそれぞれのISUコミュニケーションを参照のこと。

３．グローバルクラブ競技会は、ショートトラックスピードスケート技術委員会の責任の下に年２回開催される。競技会の基本原則は１つのクラブ総合順位であり、１クラブだけがこの競技会で勝利できる。ＩＳＵ加盟メンバーに加入しているすべてのクラブが参加資格を持つ。競技方法、エントリー、追加規則及び詳細は、アナウンスメントに告知される。

４．国際競技会における新しいフォーマット
特別規約及び技術規程に関する技術的要素の修正及び新しい手法・システムについては、規則第104条11項ｂ）の条項が適用される。

Ｈ．競技役員とその義務

第２８８条　【技術委員会代表】

１．ショートトラックスピードスケート技術委員会代表は、ＩＳＵイベント前２年間に少なくとも１回の協議と視察訪問を実施する。
　　ショートトラックスピードスケート技術委員会代表はＩＳＵイベントに出席し、ＩＳＵイベントに関係して使用されるすべてのスケート施設の状態、適切性及び使用に関するすべての技術的問題をチェックする。ショートトラックスピードスケート技術委員会代表は、技術役員の業務について規定どおりの義務が遂行されているかを詳しく観察し、役員とレビューミーティングを毎日行う。加えて、必要があれば、レフェリーと組織委員会との間の連絡を受け持つ。
２．ショートトラックスピードスケート技術委員会代表は、競技役員又はＩＳＵイベントを組織するＩＳＵメンバーの一員であってはならない。
３．ショートトラックスピードスケート技術委員会代表は、緊急の場合を除き、同一ＩＳＵイベントにおいてレフェリー、アシスタントレフェリー、スターター又はコンペチターズスチュワードとして役務しないものとする。
４．ショートトラックスピードスケート技術委員会代表又はそのアシスタントは、すべての競技者のために公式練習の開始から出席していなければならない。
５．ショートトラックスピードスケート技術委員会代表は、当該の競技役員及び/又は組織委員会が規程の遵守を怠るか又はし損じたことに関しても、競技会中調査を行うものとする。
６．ショートトラックスピードスケート技術委員会代表は、その所見に関して技術委員会に書面で報告書を提出するものとする。
７．ショートトラックスピードスケート技術委員会委員長は、報告された規程の遵守を怠るか又はし損じたことに関しても調査を行うものとする。






第２８９条　【競技役員の指名推薦と任命】

【競技役員の指名推薦】
１．
　a)　すべてのＩＳＵメンバーは、国際競技会においてレフェリー、スターター及びコンペチターズスチュワードとして役務できる資格を有する連盟所属の個人氏名を記載した申請書をＩＳＵ専務理事宛てに提出してもよい。
　b)　これらの記入された申請書はその年間いつでも提出してもよい。
　c)　一旦個人がショートトラックスピードスケート技術委員会によって承認され、国際リストに記載されると、その個人はリスト上に残り、毎年再指名推薦される必要はない。
　d)　国際レフェリー、スターター及びコンペティターズスチュワードリストからの除名は、次の場合にのみ発生するものとする：
　　-　個人が引退する旨を発表する当該個人署名入り辞任文書がISUメンバーから提出された時。
　　-　課せられたペナルティーの結果、又は、当該ISUメンバーから理由を述べた要請文書が提出され、ショートトラック技術委員会がリストから個人を除名する時。
　e)　国際競技役員としての資格を得るためには、個人はＩＳＵ規則にしたがって計画された競技会と講習会において、少なくとも次の経験を有するものとする。ISUメンバーは下記の要求項目をチェックする責任があり、技術委員会に文書で確認しなければならない：
　　- 指名推薦されているポジションで、国内選手権大会を２回務めること。
　　- 過去36ヶ月以内にISUメンバーによって計画された競技役員講習会に少なくとも１回出席すること。
　　- 過去36ヶ月に国際競技会においてどのような部署でも競技役員を務めること。
f)　国際競技役員のそれぞれについて、先立つ３年間のショートトラックスピードスケート競技会の競技役員としての彼らの活動の証拠は、毎年ショートトラックスピードスケート技術委員会に提出されなければならない。従わない場合、ショートトラックスピードスケート技術委員会はリストから競技役員を外してもよい。
２．これらの競技役員は、原則として指名推薦するISUメンバーの国の国籍を有するものとする。
３．競技役員が外国籍である場合、その競技役員は国籍を有する国のISUメンバーの承認を得た場合のみ容認されることができる。この競技役員の氏名は、指名推薦するISUメンバーのリストに記載されるものとする。そのように指名推薦された競技役員は指名推薦するISUメンバーの枠に数えられる。

４．ISUメンバーは、適切なＩＳＵ規則の充分な知識と流暢な英語の能力を所有している者で、充分な経験を有し、信頼でき、完全に公平な者だけを、レフェリー、スターター及びコンペチターズスチュワードとして指名推薦することに細心の注意を払うものとする。

５．
　a)　 毎シーズン、指名推薦されている国際レフェリー、スターター及びコンペチターズスチュワードの中から、ショートトラックスピードスケート技術委員会は、ＩＳＵイベントとオリンピック冬季競技大会においてレフェリー又はアシスタントレフェリーとして役務すべき者を最大35名、スターターとして役務すべき者を最大20名及びコンペチターズスチュワードとして役務すべき者を最大20名、を承認するものとする。
  ｂ）技術委員会は、これらの役員の活動を記録し、競技役員データベースを維持する。
ｃ)ショートトラックスピードスケート技術委員会は、ＩＳＵ競技役員のリスト上の個人に、ＩＳＵイベントにおいて手助けする資格だけで役務できる競技役員を示している「Ａ」を表示してもよい。
ｄ)　ショートトラックスピードスケート技術委員会は、国際レフェリーリストの個人に、ビデオリプレイ専門であることを示す「V」を表示してもよい。

６．
　a)　ＩＳＵレフェリー、ＩＳＵスターター及びＩＳＵコンペチターズスチュワードとして考慮されるためには、国際リストにあるこれらの者は少なくとも次の要件を満たすものとする：
　　- 過去36ヶ月の間に国際競技会において指名推薦されたカテゴリーで少なくとも２回役務すること。
　　- これらの国際競技会でレフェリーから申し分のない報告を得ること。
　　- 過去36ヶ月以内に国際競技役員のためのＩＳＵ講習会に出席していること。
　　- レフェリーに関しては：過去36ヶ月の間に特定の試験に合格していること。
- ＩＳＵ競技役員のリストに昇進する直前の少なくとも２年間連続して、「Ｗ」表示のついた国際競技役員のそれぞれのリストに掲載されていなければならない。
　b)　ＩＳＵ競技役員として再考慮されるために、個人は次の資格を保持するものとする：
　　-　技術委員会がＩＳＵ競技役員講習会を総会後に開催する場合、その講習会に出席すること。そのような講習会の日程及び会場は開催6か月前に伝達される。
　　- レフェリーとして業務する度に技術委員会に報告書を提出すること。
　　- 過去24ヶ月の間に国際競技役員のための国際講習会を指導すること。
　　- 過去24ヶ月以内に適切な試験を成功裏に完了していること。
　c)　70歳に達している者は、７月１日以降のＩＳＵイベント、オリンピック冬季競技大会、及びユースオリンピック冬季競技大会におけるレフェリー、スターター又はコンペチターズスチュワードとなる資格がないものとする。この年齢に達したISU競技役員（レフェリー、スターター、コンペチターズスチュワード）は、シニアの立場を意味する「S」が付けられ、国際レフェリー、スターター又はコンペチターズスチュワードのリストに記載される。
d)　規則第289条第５項a)に従いショートトラックスピードスケート技術委員会によって承認されたISUレフェリー、スターター及びコンペチターズスチュワードの完全なリスト及び、ショートトラックスピードスケート技術委員会によって承認されたISUレフェリー、スターター及びコンペチターズスチュワードのリストは、毎年８月１日までにＩＳＵ専務理事によってメンバーに通知されるものとする。
【競技役員の任命】
７. a)　- 競技役員は、オリンピック冬季競技大会に関しては規則第126条９、10項、ＩＳＵ選手権大会に関しては規則第129条４項にしたがって任命される。
- 各ワールドカップ競技会のレフェリー、少なくとも１名できれば数名のアシスタントレフェリービデオ、又は全てアシスタントレフェリー、スターター及びコンペチターズスチュワードは、会長によって任命されるものとする。
　b)　任命された競技役員は、それぞれの競技会の始まる60日前までに、競技会を組織するISUメンバーによって招待されなければならない。
　c)　これらの任命された役員には、競技会を開催する国のISUメンバー以外のISUメンバーから少なくとも３名の資格ある競技役員が含まれることとする。
　d)　ＩＳＵイベントの間、同時に役務できる国ごとの競技役員（レフェリー、スターターとコンペチターズスチュワード）の最大数は４名である。各カテゴリー（レフェリー、スターターとコンペチターズスチュワード）において、役員の過半数以上は同じ国の役員ではできない。
　e)　ＩＳＵイベントとオリンピック冬季競技大会に関して、会長によって任命されない（技術委員会代表と技術代表以外の）必要なすべての競技役員は、競技会を開催するメンバーによって任命されるものとする。
　f)　１シーズンに３回以上ＩＳＵイベントに任命及び／又は招待される、いかなるＩＳＵ競技役員も、速やかにＩＳＵ事務局に通知し、承認を依頼しなければならない。
　g)　ＩＳＵイベントとオリンピック冬季競技大会について、すべてのレフェリー、スターター及びコンペチターズスチュワードは、最新のＩＳＵ競技役員リストから選考されなければならない。
８．競技役員のすべての活動は技術委員会によって監察されるものとする。規則に従わなかったか又は規則を遵守しなかった場合、競技役員は裁定と懲罰の対象に関するシステムを条件づけられる。それぞれのＩＳＵコミュニケーションを参照。

第２９０条　【必要な競技役員】

１. a)　ＩＳＵ承認のビデオリプレイサービスが利用できるＩＳＵ大会及びオリンピック冬季競技大会に関して、次の競技役員は規則第289条７項を条件に、会長により任命される：　　　
・レフェリー及びアシスタントレフェリー３名。アシスタントレフェリーのうち少なくとも１名がビデオリプレイシステムを担当すること。アシスタントレフェリービデオが第１アシスタントレフェリーとして配備することができる。
・スターター２名（カテゴリごとに１名）
・コンペチターズスチュワード２名。
　　以下競技役員は組織委員会により任命される：ヒートボックススチュワード、フォトフィニッシュジャッジ、ラップスコアラー、ラップレコーダー、アナウンサー及びトラックスチュワード。
　b)　ＩＳＵ承認のビデオリプレイサービスが利用できないＩＳＵイベントに関して、次の競技役員は規則第289条７項を条件に、会長が任命する：レフェリー、アシスタントレフェリー４名、カテゴリー別スターター、コンペチターズスチュワード２名。
　　以下競技役員は組織委員会により任命される：ヒートボックススチュワード、フォトフィニッシュジャッジ、ラップスコアラー、ラップレコーダー、アナウンサー及びトラックスチュワード。
c)　フォトフィニッシュ装置を用いる国際競技会に関して、次の競技役員は組織委員会により任命される：レフェリー、アシスタントレフェリー４名、スターター(s)、コンペチターズスチュワード(s)、ヒートボックススチュワード、フォトフィニッシュジャッジ、ラップスコアラー、ラップレコーダー、アナウンサー及びトラックスチュワード
d)　フォトフィニッシュ装置を用いない国際競技会に関して、次の競技役員は組織委員会により任命される：レフェリー、アシスタントレフェリー４名、スターター(s)、コンペチターズスチュワード(s)、ヒートボックススチュワード、チーフフィニッシュラインジャッジ、フィニッシュラインジャッジ、チーフタイムキーパー、タイムキーパー、ラップスコアラー、ラップレコーダー、アナウンサー及びトラックスチュワード
【医　師】
２．医師１名と救急要員が待機していなければならない。
【レフェリー】
３．レフェリーは、最高権限を有する役員であるものとし、すべての論争点と制裁となりうる規則の侵害を裁定するものとする。レフェリーの裁定は最終のものとする（抗議と上訴に関しては規則第123条と第124条を参照）。
４．レフェリーには次の責任がある：
　a)　コンペチターズスチュワードと技術委員会代表との協議の下に、プログラムと進出手順を決定すること。
　b)　監督している競技会について、すべての適用可能な規則が守られているかどうかに注意すること。
　c)　ＩＳＵ選手権大会においては、氷の準備に関する情報を与えること（ハンドブックを参照）。
　d)　当該競技会における役務について、30日以内にＩＳＵイベントのための報告書又は国際競技会のための報告書を用いてショートトラックスピードスケート技術委員会に報告すること。
　e)　レフェリーは、すべての裁定と活動を評価するために、すべての主要役員が出席する競技会レビューミーティングを統括する責任がある。

５．レフェリーは次の権限を有する：
　a)　規則に矛盾しない限りにおいて、ＩＳＵ代表とショートトラックスピードスケート技術委員会代表の合意の上で、プログラムの変更を導入すること。
　b)　リンクの状態が競技の開催を認可するかどうかを決定すること。
　c)　組織するISUメンバー又は加盟クラブの同意により、競技の開催のために他のリンクを容認すること。
　d)　必要であれば、競技会からスケーター、コーチ、チームリーダー及び他のチーム役員を除外させること（規則第124条参照）。
　e)　スターター、コンペチターズスチュワード又は他の競技役員を異動させること。
　f)　公衆が統一的行動で競技会を中断させるか妨害する時、秩序が回復するまで滑走を一時中止させること。
g)　レフェリーの義務を遂行するために、他の競技役員に責任を委任し、補助させること。リレー競技の場合、大会に来ている、国際レフェリー、スターター、コンペチターズスチュワードのリストに掲載されているその他の役員にレフェリーの任務を委託し、補助してもらうことができる。
h)　　自ら直接次のラウンドに進出し得る位置にいたスケーターを追加すること。即ち、当該選手が、直接又は間接的に行った自分の行為によらず、何らかの理由で進出できなかったとレフェリーが判断した場合、決定する時間をかけることなく、行う。
　　　　　レフェリーはレフェリー自身の意志により独自に進出させる。
i) フォーススタートの検出に関することがらを除き、レフェリーは自己の裁量、又はアシスタントレフェリービデオにコールされた場合に、裁定前にフルスピード、スローモーション、又は静止画でビデオリプレイシステムを観ることができる。妨害の可能性が有り、レフリーがビデオリプレイシステムを見ることを決定し、ペナルティが課せられた場合、当該妨害映像を場内スクリーン画面にも投映する（但し、技術的に可能であれば）。
６．レフェリーは次の事項を裁定する：
a)　スタート（規則第298条）、レースの構成（規則第296条）及びフィニッシュの順位（本条12項と13項）に関する事項を除いて、提出されたすべての抗議と論争中の他の事　　項。抗議はレフェリーに出されなければならない。抗議に関するすべての審議は非公開で開催される。規則第123条の適用可能なすべての項を適用するものとする。
　b)　抗議の有無にかかわらず、ＩＳＵの組織規程と規程に違反するすべての事項。
　c)　レフェリーは、リレーレースにおいて、いつ「明白な」タッチがされたかを決定するものとし、この特別な目的のためにアシスタントレフェリーの補助を受けて、すべてのリレーイングを監察するものとする。

【アシスタントレフェリー】
７．a)　会長によって第1アシスタントレフェリーとして任命されたアシスタントレフリーは、レフェリーが病気又は傷害のためにこれ以上役務を続行することができない場合、代行する。
　　b)　アシスタントレフェリー(s)はレフェリーにより割り当てられた全ての義務と業務を実施するものとする。
　　c)　アシスタントレフェリー(s)は彼らの観察を電子データ（レースレコードシステム）、又は書面で記録しなければならない。書面による記録の場合、各レース後に観察内容を口頭でレフェリーに伝達、そして文書を各ラウンド後に提出しなければならない。

【アシスタントレフェリー・ビデオ】
８．a)　ビデオリプレイオペレーターと並んで氷上外に位置するものとする。
　b)　レフェリーにより割り当てられた全ての義務と業務を実施するものとする。
　c)　全レース中ビデオリプレイシステムを監視し、その監視をレフェリーに報告するものとする。
　d)　彼の監視を記録しなければならないし、各資格取得ラウンドの直後にレフェリーにノートを提出しなければならない。
【スターター】
９．a)　ＩＳＵ選手権大会とオリンピック冬季競技大会に関して、スターターはカテゴリーごとに任命されるものとする。変更は技術委員会代表又は技術代表と相談の上、レフェリーによる場合のみ可能である。
　b)　スターターはスタート手順を管理するものである。各カテゴリーに配置されたスターターは、口頭でスタート号令を与え、決定を英語で発表する。両名のスターターはスタートの撤回をする権限を有する。スターターはスターティング規則の違反の判定の仕方について合意するものである。
　c)　スターターは、レースでスタートするすべてのスケーターがよく見えるような位置をとるものとする。
　d)　リレーレースにおいて、ラップスコアラーの注意によりスターターは残り３周を示すスターティングガンを発砲する。
　e)　スターターは、不正スタートの場合に、スケーターを呼び戻すためにもう一人のスターターを指名してもよい。

【コンペチターズスチュワード】
10．a)　コンペチターズスチュワードは、すべての管理下にある問題について調整する責任があり、規則第296条を完全に遂行するものとする。
　b)　スケーターの有資格性を審査すること
　c)　レースの結果に基づいて、コンペチターズスチュワードは、公式プログラムにしたがって、次の資格取得ラウンドにスケーターを配分するものとする。
　　　　d)　公式オープニングドローでレフェリーによって抽選される第１距離の最初の資格取得ラウンドに関する組のスタート順を除いて、コンペチターズスチュワードは、各資格取得ラウンドのレースを編成し、組の順序を抽選するものとする。
　e)　コンペチターズスチュワードは、次ラウンドへの資格取得スケーターとスタートすべき組を通知するものとする。

【ヒートボックススチュワード】
11．a)　ヒートボックススチュワードは、ヒートボックスと呼ばれる指定されたスタート区域で役務するものとする。
　b)　ヒートボックススチュワードは、規則第291条第１項のすべての要件に従うものとする。
　c)　 ＩＳＵ大会のヒートボックススチュアードは、国際競技大会においてISUのレフリーリストの中に記載されることとする。
　d)　ヒートボックススチュアードは、リンクへの入り口が閉じられる前に、次のレースに出場するスケーター全員が氷上にいることを確認する責務が有る。

【フォトフィニッシュジャッジ】
12．a)　フォトフィニッシュジャッジは、フォトフィニッシュを読み取るものとする。各競技者のフィニッシュの順位とタイムをコンペチターズスチュワード又は各レースのリザルトを記録するエレクトリック装置に報告するものとする。リザルトは公式なものと見なされるものとする。
　　　この競技役員は規則第280条６項に記述されたフォトフィニッシュ装置を操作する人といえる。
　b)　国際競技会について、すべてのスケーターのフィニッシュ順位を決定する際にフォトフィニッシュ装置が使用されてもよい。
　c)　フォトフィニッシュ装置という用語は、当該レース後直ちに再生することができるという方法で、フィニッシュの順位を記録するシステムをいう。装置は各レースのフィニッシュの映像を鮮明にかつ歪みなく再生できなければならない。
　d)　フォトフィニッシュ装置がフィニッシュ映像にタイムスケールを表示できる場合、このスケールからのタイム読み取りは公式タイムとして採用される。
　e)　フォトフィニッシュ装置にタイムを記録することができない場合、規則第251条にしたがって、すべてのスケーターのタイムを記録するために電気計時装置が使用されてもよい。

【チーフ・フィニッシュラインジャッジとフィニッシュラインジャッジ】
13．フォトフィニッシュ装置のない国際競技会については、
　a)　フィニッシュの公式順位はチーフ・フィニッシュラインジャッジによって決定される。
　b)　フィニッシュしたすべての順位は記録されるものとする。
　c)　チーフ・フィニッシュラインジャッジは、フィニッシュラインジャッジにフィニッシュポジションを割当てるものとする。チーフ・フィニッシュラインジャッジは第１位のみを担当するものとする。
　d)　フィニッシュラインジャッジ４名がいるものとする：第１ジャッジは１位と２位のスケーター、第２ジャッジは２位と３位のスケーター、第３ジャッジは３位と４位のスケーター、第４ジャッジは４位と５位のスケーターを担当する。
　e)　６名又はそれ以上のスケーターの場合、スターター又はアシスタントスターターが第５ジャッジとして役務し、６位のみを担当するものとする。
　f)　3000ｍとリレーレースにおいて、フィニッシュラインジャッジはスケーター１名又はチームに割当てられ、滑走した周回数とフィニッシュでの順位を記録する。

【チーフ・タイムキーパーとタイムキーパー】
14．フォトフィニッシュ装置のない国際競技会については、
　a)　チーフ・タイムキーパーはタイムを記録する責任があり、ショートトラックスピードスケートに適用する規則第247条と第250条のすべての条項を確認するものとする。
　b)　チーフ・タイムキーパーは、スケーターの正確なタイムを記録する必要のために、自身とタイムキーパーが氷上外に位置し、かつフィニッシュラインに隣接して位置していることを確保する。
　c)　デジタル時計を使用している時は、そのタイムは1/100秒単位で記録される。
　d)　チーフ・タイムキーパーは、各時計を読みとって、結果を記録し、公式タイムを発表しなければならない。チーフ・タイムキーパーは、彼が命じるまで時計を戻さないようにタイムキーパーに注意する。
　e)　１位と２位を担当するタイムキーパー最少２名と補助１名及び３位を担当するタイムキーパー１名が必要となる。
　f)　タイムキーパーは、標準の手順にしたがって時計も事前テストする。
　g)　タイムキーパーは、チーフ・タイムキーパーによって指示されるまでその時計を戻してはならない。
　h)　タイムキーパーは、チーフ・タイムキーパーに求められた場合にその時計を提示する以外、計時したタイムを読み上げないものとする。

【ラップスコアラー】
15．
　a)　ラップスコアラーは、先頭スケーターが滑走すべき残りの周回数を常にはっきりと表示するものとし、先頭スケーターが通過するたびにラップボードを切り換える。
　b)　ラップスコアラーは、各レースの最終の周回を区分するためにベルを鳴らす。
　c)　リレーレースにおいて、ラップスコアラーは残り３周になることをスターターに助言する。
　d)　リレーレースにおいて、ラップスコアラー１名が各チームに割当てられるものとする。
【ラップレコーダー】
16．
　a)　ラップレコーダーは、１秒又はそれ以上の精度で先頭スケーターのラップタイムを書き入れたラップ記録により１周を完全なものにし、常にラップスコアラーをチェックし続けるものとする。
b)　ラップレコーダーは、氷上外であるがラップスコアラーの近くに位置するものとする。

【アナウンサー】
17．アナウンサーは競技会の間観客に十分な情報を与え続ける。加えて、レフェリーに求められた時は、アナウンサーは当該スケーターが、どこで、どのような違反行為を行ったか、それに伴う救済があるかどうかを具体的にして、制裁を通告する。
アナウンサーは、すべての競技役員、チームリーダー、コーチ及びスケーターが競技の詳細に関する公平な通告によって情報を十分与え続けられることも確保するものとする。
すべての通告は英語である。可能であれば、第２言語で同一の通告が行われてもよい。

【トラックスチュワーズ】
18．最少２名のトラックスチュワードはトラックの各端で作業するものとする。トラックスチュワードはスケーター経験をもち、英語の知識をもち、ショートトラックスピードスケート規則を理解していなければならない。
　　できれば、トラックスチュワードは、スケーターと競技役員を妨害しないで、かつ直ちに外れているブロックを戻すことができるように位置するものとする。

【氷上の競技役員】
19．
　a)　競技の進行中、レフェリー、アシスタントレフェリー(s)及びトラックスチュワードだけが氷上にいてもよい。
　b)　氷上の競技役員は適切な衣服を着用し、スピードスケート靴を履かなければならないが、承認された安全用ヘルメットを着用することもできる。
　c)　レフェリーの許可を得た場合のみ、例えば、必要な場合装置を操作するために、他の競技役員がレース中氷上に入ってもよい。
　d)　ＩＳＵ大会、オリンピック冬季競技大会、及び冬季ユースオリンピック競技大会において、レフェリーとそのアシスタントは、装置が第三者の侵入に対して防護されていることを条件に、自分たちの観察交信を行うために無線装置とISUレースレポートシステム（RRS）を使用するものとする。


第２９１条 【スケーターの用具】

１．すべてのスケーターは次の用具を着用しなければならない：
　a)　ショートトラックスピードスケートのための現行のＡＳＴＭ基準（American Society for Testing and Materials）に従っている安全なタイプのヘルメット、又はISU承認の他の基準のヘルメット。ヘルメットは正規の形を有していなければならないし、突起を有していてはならない。
　b)　耐切創性の手袋又はミット。ISU大会、冬季オリンピック競技会、冬季ユースオリンピック競技会では、手袋又はミットは主に白色とする。
　c)　脛当て
　d)　長袖で脚の先まで覆われた衣服
　e)　パッド又はパッドで裏打ちされた硬質の膝当て
　f)　すべてのスピードスケートはチューブを塞いでなければならないし、ブレードの両端は、最小半径10mmで丸くされていなければならない。ブレードは移動不可能な部品で最低２ヵ所靴に固定されていなければならない。
　g)　耐切創性が有り、首全体を覆うネック防具。

２．各スケーターには、スケーターの個人的な用具がスケーターの安全性を得るために最高の安全基準を有する唯一責任がある。
３．１項に記述された用具に関する更なる仕様は、世界中に承認された工業基準の厳守を含めてもよいものであり、ＩＳＵによって発行されてもよく、ＩＳＵコミュニケーション又はＩＳＵサーキュラーレターに告知されるものとする。
　　これはＩＳＵイベントとオリンピック冬季競技大会にのみ適用する。これらの定義にしたがった用具の使用は、国際競技会にも推薦される。

４．ヒートボックスにおいて、ヒートボックススチュワードは、スケーターがレースをスタートすることができるように、安全条件に注意しているかどうかを判断するものとする。用具がこれらの規則に適合していないスケーターは、参加から除外されるものとする。
５．レースの終了前に彼の用具を取り外すスケーターは、ペナルティ―を受けるものとする。スケーターのコントロールを超えた、例えば転倒による用具の損失はペナルティ―にならない。
６．競技中、他者又は情報源とコンタクトを取ること、又は彼らから情報を得る目的で、いかなる技術的コミュニケーション装置も着用することは許されない。違反の場合、スケーターはペナルティ―を受けるものとする。
７．スケーターが装着した送信機又は同様の装置からの信号を用いたシステムは、ＩＳＵの承認を得た場合のみ、大衆、メディア及び役員にインフォメーションを記録するために、ＩＳＵイベントで使用することができる。
　　装置は指示されたように着用しなければならない。指示されたようにできないことはペナルティ―になる。

第２９２条 【世界記録】

　a)　世界記録はＩＳＵに登録される：ＩＳＵ理事会は、以下の距離と以下の条件のもとに、ＩＳＵイベント（ＩＳＵ選手権大会、ＩＳＵワールドカップ競技会及びオリンピック冬季競技大会は勿論、ＩＳＵにより特別に「ＩＳＵ」と表示された他のイベント）で滑走したタイムのみを世界記録として承認する：
　　　- 女子 　500ｍ、1000ｍ、1500ｍ、3000ｍの距離
- 男子　500ｍ、1000ｍ、1500ｍ、3000ｍの距離
- ジュニア女子　500ｍ、1000ｍ、1500ｍの距離
- ジュニア男子　500ｍ、1000ｍ、1500ｍの距離
- 女子チーム　3000ｍリレーの距離
- 男子チーム　5000ｍリレーの距離
-　ジュニア女子チーム　3000ｍの距離
-　ジュニア男子チーム　3000ｍの距離

　b)　世界記録は次の条項にしたがって樹立された１／1000秒のタイムだけが考慮の対象となる：
　　- 規則第280条1項に示された公式のＩＳＵトラックにおいて。
　　　- それぞれの装置からプリントアウトされたオリジナルによって証明された、フォトフィニッシュ及び／又は電気計時が使用されていること。
　　　- ＩＳＵレフェリーとスターターが役務していること。
　　　- 1500ｍ以上の距離に関してラップレコードタイムが正確に記録されていること。
　　　- 滑走した距離とスタートした時間がアナウンスメントのとおりであること。
　　　- 時計とトラックに関する証明書及び競技会のプログラムを添付した、競技会の公式ＩＳＵプロトコルの原本が有効であること。
　c)　世界ジュニア記録は、当該のタイムがジュニアにのみ開放されている競技会で樹立された時にのみ承認される。
　d)　従来の世界記録が同一競技会の同一距離で一度以上破られた場合、ベストタイムだけが世界記録と認定される。
　e)　 個人種目で世界記録を樹立した競技者は、世界記録としてその記録が認可されるためには、レース当日にドーピングコントロールの検査を受けていて、陰性の検査結果を得ていなければならない。
　f)　チーム/リレー 競技については、各チーム少なくとも2名のスケーターがレース当日のドーピング検査に選ばれ、陰性判定を受けていなければ、世界記録と認定されない。
　g)　 従来の世界記録が同一競技会の同会場で一度以上破られた場合、世界記録を破った上位2位までの選手又はチームは、その日のドーピングコントロール検査に選ばれていなければならない。
h)　現在の世界記録と等しいいかなる競技者も、世界記録のリストにその氏名を記載されるものとする。
　i)　 樹立された各記録、又はいかなる同一の記録に関しても、ＩＳＵはスケーターに認定書を発行するものとする。
　j)　関連するすべての書類は、競技会終了後30日以内に、組織委員会によってＩＳＵ事務局長に提出されなければならない。

第２９３条　　予備



II．ショートトラックスピードスケート競技技術規則

C．レース

第２９４条　【レースの種類】

１．ショートトラックスピードスケート競技はマススタートでレースを構成する：
a)　個人レース；
b)　リレーレース；
c)　チームレース
リレーレース及びチームレースは、男女混合競技として開催することができる。
２．パーシュートやチームパーシュートなど、その他のフォーマット競技も可能である。
３． ワールドカップ及び国際大会については、選択された数の選手は、彼らのワールドランキングに基づきメインプログラムへの予備参加資格を得ることができる。
４．ＩＳＵ大会とオリンピック冬季競技大会、及び、冬季ユースオリンピック競技大会については、最初のラウンドから決勝までの各距離は、予選形式で行われる。
５．ＩＳＵ選手権のランキング決勝及び国際競技会については、オール決勝システムを用いることができ、すべてのスケーターが異なるレベルで決勝レースに参加資格を得る。


Ｂ．定　　義

第２９５条　【一般条項／定義】
１．
　a)　レース：ＩＳＵ組織規程第39条を参照。
b)　資格取得ラウンド：ＩＳＵ組織規程第39条を参照。
c)　ランキング決勝：選手を排除していく過程で除外するスケーターのランキングを決定する1つのラウンド。
d)　競技会：ＩＳＵ組織規程第39条を参照。
e)　コーチ／チームリーダー／サポートスタッフ：そのメンバーのスケーター／チームを支援し代表するためにそれぞれのＩＳＵメンバーによって任命された有資格者。
　f)　ショートトラックスピードスケート競技会中の「フィールドオブプレイ」は、氷面、その隣接周辺、ヒートボックス、コーチボックス、制限された競技役員エリア及び他の指定されたエリアである。
　g)　各資格取得ラウンドの間、参加しているスケーターごとに１名だけが指定されたコーチングエリアに入っているものとする。必要な場合は、チーム役員（技術者）1名がスケーターの器具の修理の為にコーチボックスに入っても良い。

【プログラム】
２．
　a)　個人レースは、500ｍ、1000ｍ、1500ｍ及び3000ｍで行われる。技術委員会又は理事会の承認を得たならば、その他の距離についても行うことが出来る。
b)　距離は以下のとおり：
短距離：500ｍと1000ｍ、
長距離：1500ｍと3000ｍ
男女混合チーム競技：　4周回、7周回、10周回、又は、その他ISUコミュニケーションに明記されている距離。
c)　リレーレースは次のように行われる：
女子：3000ｍ、
男子：5000ｍ、
男女混合：　2000ｍ、又は、その他ISUコミュニケーションに明記されている距離。
　　　国際競技会について、男子リレーレースも3000ｍで実施されてもよい。
　d)　ラウンドの数に基づく、資格取得ラウンド名称は：
	1. 決勝
	2. 準決勝、決勝
	3. 準々決勝、準決勝、決勝
	4. 予選、準々決勝、準決勝、決勝
	5. 予備予選、予選、準々決勝、準決勝、決勝
	6. 予備-予備予選、予備予選、予選、準々決勝、準決勝、決勝
	7. 予備-予備予選、予備予選、予選、準々々決勝、準々決勝、準決勝、決勝
e)　ISU大会における各レースの選手数は限定され、以下のとおり予定されることとする：
	　　
	
	500 m
	1000 m
	1500 m

	
	準々決勝
	5
	5
	

	
	準決勝
	5
	5
	7

	
	決勝
	4
	5
	7



　 オリンピック冬季競技大会における各レースの選手数は限定され、以下の通り予定されることとする：
	　　
	
	500 m
	1000 m
	1500 m

	
	準々決勝
	4
	4
	

	
	準決勝
	4
	4
	6

	
	決勝
	4
	4
	6


　規則第287条に従い実施される競技については、各レースに異なる選手数を適用することができる。
f) 例外：
3000ｍスーパーファイナルについて
· 規則第290条5項を参照；
· 規則第281条4項を参照；
· 規則第285条4項を参照。これらのスーパーファイナルはメダル競技ではない；
· 規則第287条に従い開催される競技では、レースごとに別の選手数を使用することができる。；
· 準々決勝又は準決勝が競技の第1ラウンドで有る場合、レースごとに異なる選手数を使用しても良い。
g) 　レースにおけるレース勝者と２位のスケーターが次のラウンドに進出することになる。競技者が奇数の場合は、最も速い３位のスケーターが採用されてもよい。
他の選手を妨害したスケーターがペナルティ、イエローカード又はレッドカードを受け、その違反行為が参加資格ポジションに直接関わる時であった場合、妨害されたスケーターは救済され次のラウンドに進出する。
レースの勝者、2位のスケーター及び救済されたスケーターで次のラウンドに予定されている選手数を満たさない場合、最も速い3位の選手を次のラウンドに加えることができる。
例外的に、次のラウンドへの参加資格を直接得る選手の数が、上位2名のスケーターと異なる場合がある。そのような場合、次点で最速にフィニッシュした選手を次のラウンドに加えることができる。
h) ワールドカップ競技会に関して、スケーターは敗者復活過程を通して参加資格を得ることができる。
　i)　 Ａ決勝とＢ決勝に関して、スケーターは規定第295条2項f)に基づき準決勝から資格を得る。
j)　ワールドカップ競技会のエントリー数に応じて、資格取得及び敗者復活セッション中では、レース勝者だけが次のラウンドに進出することも可能である。競技者数が奇数の場合、最も速い２位のスケーターが採用されてもよい。
k) ISU大会、オリンピック冬季競技大会、及び冬季ユースオリンピック大会において、Ｂ決勝が１選手又は１リレーチームの場合、Ｂ決勝は滑走せず、参加資格を得たスケーター/リレーチームには対応するランク及びポイントが与えられる。
 　l) オリンピックの選考大会として指定されたワールドカップ大会を除き、ワールドカップ競技会中、技術委員会の承認を条件として、開催国はワールドカップセッションの各カテゴリーの各個人距離に、スケーター１名をエントリーできる。
　ｍ）選手はレース間に最低15分の休憩が許されることとする。
　n)　トラックマーカーが対応するトラックに置かれていない場合、各レースのタイムは記録されないものとし、各ラウンドで最も速い３位のスケーターが資格を得る場合、当該スケーター(s)は救済されるものとする。最も速い３位の正規の資格取得者数は残りの３位でフィニッシュした者から得られる。


【アナウンスメント】
３．
　a)　ＩＳＵ大会のアナウンスメントについては規則第129条を、国際競技会については規則第110条を、オリンピック冬季競技大会については規則第126条を参照。アナウンスメントは補足項目も含み、規則第112条を参照することとする。
　b)　競技方法は、発行されたプログラムに説明されるものとする。

【エントリー】
４．
　a)　ＩＳＵ大会への申込みは、それぞれのＩＳＵメンバーを通してのみ行うことができる。
　b)　エントリー：競技者、補欠、コーチ及びチームリーダーの数は、競技会の初日の少なくとも６週間前に申し込まれるものとする。チームに帯同する他の者の数も当該ＩＳＵイベントの少なくとも６週間前に別々に通知されるものとする。ＩＳＵメンバーには、当該ＩＳＵ大会に実際に派遣する予定のスケーターの数だけを申し込むことが厳しく要求される。
　c)　最終エントリー：競技会の初日の遅くとも５日前には、下記情報が組織委員会に通知されなければならない：
	- 国際登録番号を付けたカテゴリーごとの競技者氏名と補欠氏名
　　		- できれば、それぞれの個人距離の各々の競技者の氏名
	- できれば、リレーへの参加の確認
　d)　競技者及び競技者に随行する者の到着と出発の期日と時間は、最終エントリーを送付する時に含まれるものとする。
e)　遅延エントリーに関しては一般規程第115条６項を適用する。
f)　できれば、個人レース各距離のそれぞれの競技者の氏名は、遅くとも競技会の最初のレースの開始２日前の夜18：00にコンペチターズスチュワードに通知されるものとする。
g)　参加者のランキング、最高タイム（規定第286条9項a）b)ｃ）参照）、又はドロー結果（規定第286条9項ｄ）参照）によるシーディングリストは遅くとも競技会の最初のレースの開始前日の15：00に公表されるものとする。
h)　参加者のシーディングリスト、予選スケジュール、その他配布された公式文書に関するいかなる意見も、競技会の最初のレースの開始前日の18：00までにコンペチターズスチュワードに問い合わせることができる。
i)　レースの編成は各距離又はカテゴリーの第1レース開始3時間前に公表される。
j)　競技者は、競技会の最初のレースの開始前日の18：00にＩＳＵ大会会場にいなければならない。あるいは組織委員会が当該ＩＳＵ大会開催都市に彼らが到着していることを確認しなければならない。
ｋ）現地での調整に係る経費が要求される場合は、組織委員会はその旨をアナウンスメントで伝達しなければならない。

【得点とクラシフィケーション】
５．
　a)　決勝得点は、A決勝・B決勝のレースにおいてのみ与えられる。得点はA決勝の１位からはじまり、降順に34、21、13、８、５、３、２、１点が与えられるが、A決勝でのすべての順位に与えられた後は、残りの得点はB決勝の１位から降順に与えられる。
ｂ）A決勝でペナルティ―を受けた、又はフィニッシュできなかったスケーターにはB決勝優勝者と同じ得点が与えられる。B決勝でペナルティを受けたスケーターには得点は与えられない。
c)レフリーにフィニッシュしたと宣言されたスケーターは、対応する得点が与えられる。
ｄ）スタートしなかった、或はイエローカード又はレッドカードを受けたスケーターに得点は与えられない。
e)　タイの場合、タイに関わったすべてのスケーターはそのフィニッシュ位置に与えられる得点を受けとることになる（例えば、２位でタイの両スケーターは21点を受けとることになる）。スケーター２名がタイに関わっている場合、次のフィニッシュ順位に与えられる得点は与えられなくなる。関わったスケーターが３名の場合には、次の２つのフィニッシュ順位は与えられなくなる。

６．それぞれの距離についてクラシフィケーションが行われ、参加者がランクされる：
- ブロックによる：
-　オリンピック冬季競技大会：　決勝進出者、準決勝進出者、準々決勝進出者等
-　ISU大会：　ファイナルA、ファイナルB,準決勝進出者、準々決勝進出者等
-　その他すべての大会：資格取得スケジュールに従う
- それぞれのブロック内での順位（フィニッシュ順位）による
- 直前の資格取得ラウンド内での順位（フィニッシュ順位）による
- 当該距離のいずれかのレースで滑走されたベストタイムによる
	- 更なるタイは完了した距離クラシフィケーションでは分離されない
中間の距離クラシフィケーションに関しては：
	- 距離での同タイムの場合には、順位を確立するために抽選が行われる。
	- 利用できるタイム(s)がない場合には、同一順位（フィニッシュ順）をもつスケーター/チームと比較してそのランクを決定するために抽選が行われる。

7．3000ｍスーパーファイナルについて、クラシフィケーションは以下の通り作成される：
　　フィニッシュまで19周回を残すところでベルが鳴り、18周回に入る時点でラインを1位で通過した選手が５レースポイントを獲得する。
　フィニッシュまで10周回を残すところでベルが鳴り、9周回に入る時点でラインを1位で通過した選手が５レースポイントを獲得する。
　もし当該選手が、ペナルティ、イエローカード、レッドカードを受けた、又は、レースをフィニッシュしなかった場合、それらのポイントが他の選手に与えられることはない。
　フィニッシュ時に、レースポイント34、21、13、8、5、3、2、１点が1位の選手から順番に与えられる。
　中間スプリントとフィニッシュ順位のレースポイントが3000mクラシフィケーションを作成する為に加算される。
　3000ｍスーパーファイナル距離クラシフィケーションについて、選手は以下によってランクされる：
　　　　　-　レースポイントによる
　　　　　-　フィニッシュ順位による
3000ｍスーパーファイナル距離クラシフィケーションに従い、ファイナルポイントが授与される。レースポイント34、21、13、8、5、3、2、１点が1位の選手から順番に与えられる。

８．ａ）以下のスケーター又はリレーチーム：
　　-　第１参加資格ラウンドで、フィニッシュできなかった、
-　各ランキング決勝で、棄権しなかったがスタートしなかった、
-　第1参加資格ラウンドでペナルティを受けた、
-　いずれかの参加資格ラウンドでイエローカードを受けた、
-　いずれかの参加資格ラウンドでレッドカードを受けた、
-　第1参加資格ラウンドでスタートしなかった

上記の該当者は、ランキングは取得できないが、クラシフィケーションの最下位に上記の順番で参加者として掲載される。
b)　総合クラシフィケーションから除外されたスケーター又はリレーチームは、総合クラシフィケーションの原則及び上記順序を考慮し、総合クラシフィケーションの最下位に参加者として掲載される。

９．最終順位（及びいかなる最新の総合順位）について、スケーターがランクされる：
- 決勝得点の合計数による
- スーパーファイナルの順位（フィニッシュ順位）による
- すべての距離別順位についての総合ランキングによる
- 距離の一つで達成された最高ランキング、及び次のベストランキングによる
- プログラム上の最長距離についてベストタイムによる。

10．いかなるＩＳＵイベントでも最初の資格取得ラウンドを作成する目的として、世界ランキングリストがすべての個人種目、リレー及び男女混合リレー種目で維持されるものとする。規則第286条９項参照。

11．
　a)　チームは、すべて参加者と見なされる４名又は５名で構成する。競技会におけるいかなるリレーレース中でも、最大４名が競技するものとする。スケーターが４名未満又は５名を超えるチームの申込みは認められない。如何なるリレーレースもスタート前に、出場者名がコンペティタースチュワードに提出されていなければならない。リレーレースの再スタート又は再滑走の場合、チーム内の補欠選手も構成できる。
　b)　通常のエントリー数に相当する補欠の氏名を申し込んでもよい。
　c)　１チームのすべてのスケーターは、同一のＩＳＵメンバーに所属しなければならない。特定の競技大会では、ISUの承認のもと、異なるISUメンバーからのスケーターでチームが構成されることがある。

【ユニフォーム】
12．ＩＳＵイベントとオリンピック冬季競技大会の間、（個人、リレーとも）同一国チームのメンバー、すべてのスケーターは同一のユニフォームを着用しなければならない。レーシング・ユニフォームは両脚の下腿外側に国名又は公式略称を表示するものとする。文字の大きさは高さが５cmより小さくてはならない。レースユニフォームとウォームアップユニフォームには、スケーターの氏名を表示してもよい。それぞれのＩＳＵコミュニケーション参照。

【ヘルメットカバー】
13．
　a)　ＩＳＵ又はＩＳＵ大会とオリンピック冬季競技大会の組織委員会から支給され、対照となる色でスケーターのナンバーをはっきりと表示しているヘルメットカバーは、必ず着用しなければならない。ＩＳＵイベントで使用されるヘルメットカバーはＩＳＵ技術委員会代表に承認されなければならない。
　　ヘルメットカバーが全く支給されない場合、選手は好きなアートデザインをヘルメットに施しても良い。更なる要件についてはISUコミュニケーションに明記される。
　b)　ＩＳＵ選手権大会の各距離の後、組織委員会は決勝得点合計の最高取得者に対照的な色のついたヘルメットカバーを提供する。タイがある場合、より高いランクをもつスケーター（規則第295条８項参照）がこの特別なヘルメットカバーを取得する。

第２９６条

【抽選とシード手順】
１．抽選は、各組のスタート順を決めるために行われるものとする。

２．ＩＳＵイベントとオリンピック冬季競技大会に関して、個人・リレー全ての種目の最初の参加資格取得ラウンドの構成は、それぞれのワールドランキングリスト（規則第286条参照）にしたがって、レフェリーとショートトラックスピードスケート技術委員会代表と協議の上、コンペチターズスチュワードによって編成される。
３．
　a)　各資格取得ラウンドにおけるレースの構成は、すべてのスケーターのシーディングリストに基づいている。
　b)　各距離については、現在のワールドランキングリストが最初の資格取得ラウンドにシーディングリストとして使用される。
　c)  ワールドランキングのないスケーターは、シーディングリスト上にはワールドランキングの有る選手の後に掲載される：各関連種目の最初のラウンドを構成するためのランキングを決定する時、当該距離のベストシーズンタイムを使用する。これらのタイムは、ITU事務局に少なくとも大会2週間前に提出している事。技術委員会代表がそのタイムを受理できるか決定する。詳細については、各ITUコミュニケーションを参照のこと。
　　タイムを地出しなかった、又は提出したタイムが拒否されたスケーターについては、コンペチターズスチュワードが行う抽選によりランキングが与えられる。
　d)　その他すべての資格選考ラウンドについては、現在の距離別クラシフィケーションがシーディングリストとして使用される。

４．各資格取得ラウンドにおけるレースの構成は、シーディングリストにおけるスケーターの最新ランキングという手段によって、レースにスケーターを配置することにより、コンペチターズスチュワードによって編成されるものとする。
例えば、第１位にランクされたスケーターは第１レースに配置され、第２位にランクされたスケーターは第２レースに配置される等々、最初は第１レースから最終レースにレースを満たしていく。第２列、即ち各レースで２位のスケーターは最終レースから第１レースに満たされる。次の列sは、第１レースから最終レースに、及び最終レースから第１レースに、すべてのスケーターが配置されるまで交互に満たされる。
５．準々決勝及び準決勝を除く：いかなるスケーターも同一国からのスケーターを含むレースに配置される場合、そのスケーターが次の列にあるレースに配置されない限り、スケーターは次の利用できるレースに移動される。その場合に、レースに同一国のスケーターの配置を避ける必要がある場合、スケーターは先に配置されたスケーターと、又は同じ列の前配置者と入れ替えられる。これ以上スケーターを移動する利用できるレースがない場合、レフェリーの承認を得て、コンペチターズスチュワードは問題を解決するために、以前の列に、ただしその列以内にのみ、最も低いランクに始まりスケーターを保留してもよい。列の間にスケーターを保留することは許されない。問題が解決できない場合、スケーターは最初に計画されたレースに配置される。

６．コンペチターズスチュワードはラウンドの編成が完了した直後に、すべてのレースのスタート順を抽選する。

７．コンペターズスチュワードが、距離クラシフィケーションに従い選手を配置し、各距離のランキング決勝を編成する。各レースの選手数は、技術委員会が発表している資格取得表に従うこととする。
　最も高いランクの選手は最後のランキング決勝に、次にランクの高い選手は最後から2番目のランキング決勝に組まれる、等etc.　ランキング決勝に選手が1名しかいない場合は行わない。

８．距離最初の資格取得ラウンドのレーン位置は、コンペチターズスチュワードによって抽選される。
後の各ラウンドに関してレーン位置は抽選されず、先行する資格取得ラウンドで滑走したタイムによって決定される。スケーター/リレーチームは、最も早いタイム順にトラックの内側から外側に、以下の順序でレーン位置を割り当てられる。
a) 技術機材の不備又はブロックの誤配置により、前ラウンドでのスケーター/リレーチームのタイムが入手できない場合、この競技会における当該距離のいかなるレースのものでもベストタイムを根拠とし、下記c)項に従いレーン位置を決定する。
b) 利用できるタイムが全くない場合、レーン位置の抽選はタイムのないスケーター/リレーチームすべてに関して最初に行われるものとする。
c) 続いてタイムをもつスケーター/リレーチームがタイムに従い、その位置を割り当てられる。
d) タイム無しのフィニッシュを宣言され、前ラウンドでのスケーター/リレーチームのタイムが入手できない場合、当該スケーター/リレーチームは、先行のスケーター/リレーチームの後にスタート位置が割り当てられる。
e) 上記スケーターのスタート位置の決定後、ワイルドカードによって資格を得たスケーターが次に配置される。
f) 敗者復活レースで資格を得た選手が、先のスケーター/リレーチームに続いてスタート位置の割り当てを受ける。
ｇ）2名以上のスケーター/2チーム以上のリレーチームのタイムが同じ場合、本競技会の中の当該距離のいずれかのレースの最高タイムを基に、レーン位置が与えられるスケーター/リレーチームの順番が決められる。


E．レース規則

第２９７条　【個人レース規則】
１．
　　a)　レースは、逆時計回りに実施される、即ち、トラックの内側がスケーター/リレーチームの左手側になる。
　b)　追越しはいつでも許されるが、スケーター/リレーチームが互いに並ぶまで、追い越されているスケーター/リレーチームが不適当に行動しない限り、いかなる障害又は衝突の
責任も追い越すスケーター/リレーチームにあるものとする。
　c)　 スケーター/リレーチームが初めて、又は何度目かに１周追い越される時は、外側に移動し、自分（たち）を追い越していくスケーター/リレーチームを妨害してはならない。その違反行為の結果として、イエロー又はレッドカードを受けることになる。
　d) スケーター/リレーチームが２回追い越された場合、他のスケーター/リレーチームが自分の位置に非常に近くいない限り、そのスケーター/リレーチームはレースを離れるものとする。この規則に基づいてレースを離れたスケーター/リレーチームは「not finished」として記録されるものとする。もし、スケーター/リレーチームのコントロールを超えた理由によりスケーター/リレーチームがフィニッシュすることを妨げられたとレフリーが自分の裁量で感じた場合、レフェリーはスケーター/リレーチームが完走したと宣言してもよいが、タイムは記録されない。
　e)　スケーターの先行するスケートブレードの先端がフィニッュラインに到達した時、スケーター/リレーチームはその距離を完走したものとする。

【違　反】
２．a)　一般的なレース規則は、レースの結果を真価によって決定するために、スケーター/リレーチームが各々の滑走方法で、正直に競技し、レースの安全な進行に寄与することである。
　b)　レース規則の違反はペナルティ―を条件に、次のように考えられる：
　　　- オフトラック：トラック表示ブロックで表示されたカーブの左側で、一方又は両方のスケートで滑走していること。
　　　- インピーディング：体のいかなる部分でもって他のスケーターをインピーディング（妨害する）、ブロッキング（進路を塞ぐ）、チャージング（ぶつかる）又はプッシィング（押す）すること。彼/彼女のコースを横切ることにより他のスケーターを妨害する、それ故、接触を引き起こすこと（クロストラック）。
　　　- アシスタンス：各スケーターは個人として競技するものとする。他のスケーターからのいかなるアシスタンスも連座したすべてのスケーター/リレーチームの制裁の原因となる。これは、リレーレースにおいて自身のチームメイトから受けるスケーターをプッシュすることには適用しない。
　　  - キッキングアウト：フィニッシュラインを含んでレースのいかなる部分であってもスケートを蹴り出すこと、それによって危険を引き起こすこと又はフィニッシュラインを交差して体を投げ出すことは禁止される。

【リレーレース規則】
３．a)　チームは次の最大数の競技者で構成する：
　　　　世界選手権大会		５
　　　　世界ジュニア選手権大会	４
　　　　ヨーロッパ選手権大会	５
　　　　ワールドカップ競技会	ワールドカップコニュニケーション参照
　　　　全ての他の競技会		５
　　　各レースにおいて、名前を挙げた誰でも４名のスケーターがレースに参加しなければならない。
　b)　チームのすべてのメンバーが同じ服装をするものとする。これに従わないチームは各レースの参加から除外される。多国籍のスケーターで１つのチームを構成する競技会の場合、簡便な認識できるシステムで十分とする。
　c)　スケーターがチームメンバーに引継がれるまで、そのスケーターはレース中であり、チームに対して責任がある。リレーイングは、タッチによって行われる。即ち、そのスケーターがスケーターにタッチされるか又は交替している競技者にタッチするまで、スケーターはレースをしていないことになる。
　d)　 スケーターは、最後の２周の間を除いていつでも引継がれてもよい。この最後の２周は１名のスケーターが滑走しなければならない。最後の３周の始まりを示すために警告の発砲が鳴らされる。
　e)　最後の２周の間に転倒があった場合には、スケーターは引継いでもよい。
f)　1チームからスケーター1名のみが交代するためにトラック上に来ることが出来る。交代より前に入ってくるスケーター及び交代後に出ていくスケーターは適用可能な競技規則の対象となる。男女混合リレーに最終的に追加される規則については、個別のISUコミュニケーションを参照のこと。
ｇ）各チームのレースをしていないメンバーは、レース中のスケーターの走路に入ってはならない。そして、交代する時以外、トラックマーキングブロックで明確に印されたカーブの内側、カーブの最終と最初のブロック間のバーチャルライン内側のエリアにいなければならない。最後と最初のブロックの間は点線で印しても良い。
h)　交代は他チームを妨害しないように行うこと。交代中にレーンを変わってはならない、又、真っ直ぐに押す側の選手の体の直接前で行い、スケートはブロッキング外側でキープしていなければならない。
i)　トラック内で交代する為に入ってくるスケーターの障害となることは違反と認められることがある。

【リレー違反】
４．a)　個人レース規則の１項と２項は、リレーレースにも、即ち、チームのすべてのメンバー、参加しているメンバーと引継がれたチームメンバーの両方について、適用するものとする。
　b)　リレーレース規則の違反は次のように考えられる：
　　　- リレーイング・ノンタッチ：引継ぎがタッチなしに行われたか、又はタッチが明確でないか、はっきりと示されていないか又はレフェリー又はアシスタントレフェリーによって確認されていないものをいう。
　　　- リレーイング・ドュアリング・ザ・ラストツーラップス：最後の引継ぎが、最後の２周の始まり前に明らかに始まっていないものをいう。

【チーム競技規定】
５.a)　1チームは最低限2名のスケーターで構成される。
　 b)　チームの最後にフィニッシュしたスケーターの位置とタイムがそのチームの結果を決定する。
　 c)  スケーター達はチームとして戦い、互いに助け合う。
   d)  スケーターは、他チーム選手を妨害にならない限り、自分のチームのスケーターをプッシュしても良い。

【チーム競技違反】
６．特段別途明記されない限り、個人競技規則（第1及び2項）がチーム競技規則に適用される。

【競技規則又はISU倫理規定の違反に対する制裁】
７．a)　規則第123条４項Cに用いられる「失格」という用語は、以下に記載されている種類のペナルティ―に限らず、本規則に述べられた様々な制裁を表していると理解されるものとする：
ペナルティ―：
· レース規則の違反の場合

イエローカード：
· 安全でない、害のある、又は危険な行為に対して；
· 競技規則の「妨害」及び/又は「キックアウト」それぞれ個別の違反が2度以上、同一レースで認められた場合、制裁が課せられる。
· その他の行為については、それらの規則で明記される。

レッドカード：
-　競技規則違反が危険、又は、重大な過失とみなされた場合；
-　スケーターが同一競技大会において２度イエローカードを提示された場合；
-　その他の行為については、それらの規則で明記される。
-　スケーターがヒートボックスINに現れてからレース後ヒートボックスOUTから去るまでの間に、ISU倫理規定の違反が起きた場合
-　氷上又は氷上外のいずれであっても、大会期間中、即ち大会主管者が大会の開始から終了と決めている期間に、スケーターの行動及び行為を、担当する競技役員の指示に従わない、又は ISU倫理規定違反であるとレフリーがみなした場合。

ｂ）ペナルティを受けたスケーター/リレーチームは違反が生じた当該レースで失格となり、その種目/競技の次ラウンドへの参加から除外される。規則第２９５条５項ｂ）が適用されるA決勝を除き、スケーター/リレーチームはそのレースでのみ生じた得点/リザルトを失う。そのレースより前に生じた得点/リザルトは影響されない。

ｃ）イエローカードを受けたスケーター/リレーチームは違反が生じた当該レースで失格となり、その種目/競技の次ラウンドへの参加から除外される。スケーター/リレーチームは当該種目/競技におけるすべてのレースで前に獲得した得点/リザルトを失う。そのスケーターの当該種目/競技以外のレースに参加する権利、又は、その種目/競技以外で当該レースより前に生じた又はそのレースより後に生じる得点/リザルトは影響されない。

ｄ）1名のスケーターの行動により、又は、同一スケーターへの2度のペナルティの結果によりイエローカードが直接リレーチームに与えられた場合、イエローカードはその選手1人だけの累積となる。イエローカードが、同じチーム内の異なる2名の選手に与えられた２つのペナルティ合計の為に与えられた場合、そのイエローカードは累積されない。

e)　レッドカードが与えられたスケーターは、個人及びリレーのいずれのレースにも参加することが許されない。又、最終の個人クラシフィケーションのランキングも与えられない。但し、同スケーターの他の個別種目で達成されているファイナルでの結果は影響されない。

　ｆ）レッドカードを受けたリレーチームは当該レースで失格となり、ファイナルリレークラシフィケーションで順位を得られない。そのチームでレッドカードを受けた個別の選手は、個人及びリレーレースにそれ以上参加することは許されない。また、まだ終了していない種目別個人レース最終クラシフィケーションでも順位を得られない。リレーレース前に終了していた個別種目の結果は影響されない。

ｇ）いずれの役員又はその他のISU活動に参加している者であっても、大会期間中に倫理規定違反を目撃した場合、レフリーに口頭で報告しなければならない。レフリーは、レッドカード又はイエローカードを提示された選手に関し、書面でショートトラックスピードスケート技術委員会に報告することとする。ショートトラック技術委員会はその情報をスポーツディレクターに報告し、スポーツディレクターが理事会に通知する。

ｈ）ショートトラック技術委員会は、1シーズンに発行されたすべてのイエローカードとレッドカードのデータベースを作成する。

i)レフリーのレッドカード決定に関わらず、いかなる時でも懲罰委員会の権限に委ねられたスケーターには懲罰委員会の制裁が課せられる。

ｊ）スケーターが12ヵ月以内に２つのレッドカードを受けている場合、少なくとも２ヵ月間、又は適用可能な3大会のいずれか長い方の期間について、そのスケーターはすべてのＩＳＵ大会、オリンピック冬季競技大会、冬季ユースオリンピック大会、及び国際競技大会から自動的に出場停止とされるものとする。

　　ｋ)レース規則又はISU倫理規定の違反があったというレフェリーの裁定、又は 違反がなかったことを示しているリザルトの通知を承認している裁定は最終のものであり、そのような裁定に対する抗議は許されない（規則第123条４項c）参照）。

　　l) 競技中にリザルトに影響を及ぼすかもしれない何か異常な事態が起こった場合、レフェリーは競技を中断して即時のレースの再スタートを命じてもよい。原則として再スタートは直ちに行われるものとする。例外的に、規則第290条5項aに基づき、レフェリー―は再スタートを競技プログラムの後の時点で行うこともできる。

その距離が完了している場合、レフェリーは規則第295条２項にしたがって、休憩時間を考慮した後再レースを命じてもよい。

　m)　スケーター/リレーチームのいずれかが、レースが中断される前の行動に対して本規則による制裁を受けた場合、そのようなスケーター、及びそのスケーターのリレーチーム（レースがリレー競技の場合）は再レースに参加できない；

　n)　リレーレースの再スタートの場合、チーム内の補欠が許可される。

o)　 （その選手の健康を守るために）レースを中断させる必要を生じさせたいかなるスケーターも、スケーターが自分自身のコントロールを超える理由で続けられないのではない限り再スタートに参加することは許されない。これはスタート手順には適用されない。本理由により再スタートから除外されたいかなるスケーター(s)のリザルトも「no finish」と表示する。上記はリレーチームにも同様に適用する。

もし選手が、他の選手のペナルティを受けた行為により負傷した場合、レフェリーはその負傷したスケーターをアドバンスさせるか再スタート又は再レースに参加させる。

p)　 本規則に基づきレフリーが課す制裁は、各レース終了時に当該スケーターのヘルメットナンバー、数字、所属国を挙げてコンペターズスチュワードに伝達される。コンペティタースチュワードはその記録をレフリーに伝達し返し、レフリーがその決定を再度確認する。その記録された決定は、記録、技術、データ、通信上のエラーが無い限り最終決定とされ、変更できるものではない。訂正は、次の資格取得ラウンド開始前に行わなければならない。いかなる訂正も、公式に発表され記録されることとする。
当該スケーター(s)/リレーチームがどこで、どのような違反行為を行ったか、それに伴う救済があるかどうかを具体的に、各レース終了時、公式リザルトが発表される前に、スケーター、チームコーチ又はチームリーダー、そして観客へは観客の便宜のために場内スピーカーを通して、制裁が発表されることとする。

アナウンサーは、成された決定について直ちに観客に情報を伝えなければならない。技術委員会の許可が有れば、レフェリーがスピーカーを通して決定を発表してもよい。

もしコーチボックスでの会場内アナウンスシステムの音量が大きく鮮明で理解できるものであったならば、又は、情報が直ちにスクリーン又はその他の通信機器で表示されたなら、氷上競技役員がコーチボックスに行き決定を通知する必要はない。

大会期間中に起きた氷上もしくは氷上外のISU倫理規定違反の場合、後の段階で制裁も発表することができる。それに伴い、上述が適用されることとする。

【コーチ、チームリーダー及びサポートスタッフへの制裁】
８．コーチ、チームリーダー及びサポートスタッフは、一般規程の順守が課せられている。上記第3項i及びiiに記載されているとおり、これらの規則を遵守できない、及び/又は違反行為が行われた場合には次の制裁が課せられることになる:
　イエローカード：その日について競技会場への入場停止
　レッドカード： アクレディテ―ションの剥奪による、大会/競技会への出場停止


第２９８条【ヒートボックス】
１．a)　ヒートボックスは、選手の名前が呼ばれると直ちに出向き、レース前まで留まっていなければならない指定のエリアである。資格取得ラウンドにより、このエリアは異なることがある。
b)　各スタートに先立って、競技しようとするスケーターの名前がヒートボックスにおいて
明確に呼び上げられるものとする。ヒートボックスに入らなかったスケーターは、当該レース、その他残りのレース、そして/又は、その競技会の全ての距離、最終クラシフィケーションから除外される。医学的な検査、治療の場合はその限りではない。これらの医療上の理由は、医師の証明書で確認され、レースの召集前にレフリーに提示されなければならない。
c)　ヒートボックスに出向かなかったスケーターは、“Did not Start”と記録される。
d)　ヒートボックススチュワードは、選手がレースナンバーと正しい用具を着用してることを確認する。
e)欠陥のある用具（例えば、破損したスケートブレード）をもつスケーターは、いかなるレースにおいてもスタート又は再スタートすることは許されない。
f)　スケーターは、ヒートボックスを通らなければ氷上に出ることはできない。ヒートボックスを通らなかったスケーターにはペナルティが課せられ、そのレースへの参加から除外される。

【スタート装置】
２．従来の回転式スタート銃（雷管銃）の代わりに、スタートガンとして電子式スタート機材を用いてもよい。この場合に下記条件が遵守されるものとする：
　a)　電子式ピストルは頑丈な引き金スイッチをもつものとする。
　b)　「銃発砲」時の合成発砲音は音が大きく、明確で、従来のスタートガンの銃声と同様であること。
　c)　煙火は光学閃光に置き換えることとし、それはフォトフラッシュとは明らかに異なるものでなければならない。

【レーンポジション】
３．　
1レースに5名を超える選手がスタートする場合、スタートドットは使わず、スターターが選手それぞれのスタート位置の順番で選手をスタートラインに導く。
　レース参加選手の人数により、スタートで２列目が要求される場合、このラインのスケーターはそのレーンポジションの順番に従い、できる限りトラック外側に向けて配置される。

【スタート手順】
４．レフリーが、レース開始に必要な全ての手配が整ったことに満足した時点でスターターに知らせる。
５．a)　スターターが笛を鳴らす；
b)　こと時から限られた時間内にスケーターはスタートラインに立つ。この時間は、技術機材を利用して表示しても良い。また、この時点から、アナウンサーは必要な場合、静かにするよう要請する。
c)　スタートラインに立つまでの設定時間は毎年技術委員会が決定し、各大会の1日前に開催されるオープニングミーティングで発表される。
d)　その制限時間後にスタートラインに到着した選手はスターターから警告を受ける。アナウンスは以下の通りとする；
　　-　違反した選手のレーンポジション
　　-　「Warning(警告)」
　　-　「Delay (遅延)」
e)　遅延のいかなる警告も、その他のスタートラインの選手に影響するものではない。
f)　既に1度警告を受けている選手が不正スタートをした、又は2度目の警告を
受けた場合、スターターはその選手がペナルティを受けることを告げる。

６．a)　スケーターはスタートラインから少し離れたところに並ぶ。
　　b)　選手がアナウンサーにより個々に紹介される準決勝、又は決勝レースの場合、スケーターはスタートラインからやや遠めに位置し、アナウンス紹介があればスタートライン近くへ前進する。
　　ｃ）個人距離の各準決勝のスタート前に、参加者の氏名と国がアナウンサーによって紹介される。
　　ｄ）個人距離決勝レース前は、参加者の氏名、国、その他観客のための情報がアナウンサーより紹介される。
７．a)　スターターが号令をかける
-　「go to the start（スタート位置につけ）」
　　b)　この号令で、スケーターは前進しスタートラインのそれぞれのスタート点の位置につ
く。スケーターは直立し動いてはならない。
　　c)　スケーターが自分の静止体制を作るまでは、スタートラインに触れることは違反にならない。
d)　ブレードの先端を氷に入れることは違反であり、そのスケーターの不正スタートとされる。
e)　スターターのアナウンスは以下とする；
　　-　違反した選手のレーンポジション
　　-　「False Start(不正スタート)」
　　-　「Wrong Blade Position (ブレードの誤位置)」
８．
a)　スターターが号令をかける：
　　　　-　「Ready（ようい）」
b)　選手は体をかがめ、直ちに各自の点の上方に体の中心を置く最終的なスタート姿勢を取り、その姿勢を保つ。
c)　スケーターが以下の場合不正スタートになる：
　　-　片方又は両足のスケートをスタートライン上に置く、又は上方に上げ構えているとき
　　-　片手又は両手を氷に置いているとき
　　-　両方のスケートを氷上に接地させていない場合、即ち、ブレードの全長が氷に接していないとき
　　-　「ready」の号令前にスタート姿勢で構えた時
　　-　「ready」の号令の後、余りにも時間をかけてスタート姿勢をとったとき。
９．a)　すべての選手がスター最終スタートポジションをとり静止している時、即ち最早何の動きもなく、スターターは指定された間隔を待ち、スタートガンを撃つ；
b)　 スケーターが以下の場合不正スタートになる：
　　-　ガンが撃たれる前に動いたとき
　　-　ライン上又はその上方に滑って動いたとき
　　-　ブレードの先端を前に動かしたとき
ｃ）不正スタートの場合、スターターはガンを再度撃つ、そして/又は、笛で選手を呼び戻す。
d)　選手は遅れることなくスタートラインに戻らなければならない。スタートラインに直行しなかったスケーターは、スタート遅延の警告をスターターから受ける。
e)　不正スタートをした選手が複数いた場合、すべての当該選手は不正スタートをしたと
　　認定される。
　　ｆ）スケーターの１名が自分のマークから離れ、それによって他のスケーターが従うことになった場合、不正をしたスケーターのみが不正スタートと認定されるものとする。
　　ｇ）1名のスケーターが騒音を出したとき、即ち、自分のスケートで氷面で音を出し、それによって他のスケーターが動いたような場合、騒音を出したスケーターは不正スタートをしたとみなされる。
　　　h)　スターターの号令は以下を含むものとする；
　　-　違反した選手のレーンポジション
　　-　「False Start(不正スタート)」
　　そして、必要であれば不正スタートの理由についてのコメント、例；
· 動き
· ブレードの誤位置
· ブレードの誤動作
i）もし複数の選手が違反した場合、先行して行われたすべての事柄が繰り返される。
j)　スタート規則が複数違反された場合、行われた順番でそれらの違反が発表される。
10.a)　 既に1度警告を受けている選手が不正スタートをした場合、その選手はペナルティを受け、除外される。
　　b)　除外が発表される：
　　　-　違反した選手のレーンポジション
　　　-　「Penalty（ペナルティ）」
　　c)　レフリーの指示により、選手は氷上外へ出される。
11.a)　レースで最初の不正スタートが行われた後、スターターはすべての選手に警告する：
　　　-　「This race has one false start.（このレースでは不正スタートが1回行われている。）」
　　b)　2度目の不正スタートが行われた場合、いかなるスケーターによる不正スタートであっても当該スケーター(s)にペナルティ―が課せられ、そのレースから除外される。
　　ｃ）除外が発表される：
　　　-　違反した選手のレーンポジション
　　　-　「Penalty（ペナルティ）」
　　d)　レフリーの指示により、選手は氷上外へ出される。

12.　1人のスケーターが妨害され、スタートライン後の第1カーブの最後の尖ブロックの前で転倒した場合、選手は呼び戻され再スタートをする。その妨害がレース規則に基づき違反であるかどうかはレフリーが決定する。

13.　スタートの前に、防護パッドを超えて行くことなく、スケーターの用具は準備されていること。「Go to the Start.（スタートについて）」の号令時に、選手の全ての用具が完全に整っていなければならない。何か欠いている場合は、「Warning for delaying the start.（スタート遅延の警告）」（上記参照）となる。
　　　もしスケーターが：
· 警告をその前に受けていた、又は
· そのレースで不正スタートが行われていた、又は
· 違反が繰り返された、
　　という場合、その過失の有った選手はペナルティを受ける。


【レースの終了】

14．a)レースの終了はレフリーによって宣言される。その情報を異なる方法でスケーターと競技役員全員に伝達することができる。決勝以外：まだフィニッシュしていない、いかなるスケーターにもレフリーからフィニッシュを宣言されるが時間は与えられない。
b)レース終了後に、氷上から立ち去るための限られた時間が有る。その時間を技術機材で表示してもよい。


第２９９条　予備。
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